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   　　「アンカー」の目的と編集指針　　   

我々は次のことを信じてアンカーを
出版している。

1．我々 SDA の働きと使命は三天使の使命
である。(6T 384, 2SM 142)

2．第三天使の使命は人々をキリスト再臨の
栄光の前に立ち得る特別な備えをさせる
ものである。（9T 98,　大争闘下 140)

3．第三天使の使命は人々の心を至聖所に向
ける。そこにおいて信者は最後の、特別
な贖いを受ける。（初代文集 414, 5,7）

4．我々は神のご計画されたこの特別な祝
福、特別な経験を拒み続けてきた。特に
1888 年以来 (RH26,1890 年 )

5．ダニエル書 8：14 の聖句は再臨信仰の
土台であり、み業の完成はこの聖句の正
しい理解にかかっている。（生き残る人  々
422, EV 221, 5T 575）

6．エレン・G・ホワイトは聖書の預言者と
同様の霊感が与えられた預言者である。

（1SM 36）
7．最後の時代の嵐に押し流されないように

させるアンカー（錨）は、三重の使命、
聖所、安息日、人の性質、イエスの証（預
言の霊）等である。（初代文集 417, 1T 
300）

8．アンカーはリレーの最終走者の意味もあ
る。この世代は福音の働きが信者の中に、
外の世界に完成する最後の時代である。
不信仰によって、150 年も時が延ばさ
れ、イエスの十字架の苦しみを増している。

（大争闘下 182, 教育 328）　信仰によ
る義認の体験によって、再臨を早めるこ
とをキリストは待っておられる。再臨とみ
業完成をこれほど遅らせているのが我々
神の民であるとするならば、我々の今日
の、義務は何か、約束のものを受ける条
件は何なのかを研究し、共に備えたいと
思う。

9．セブンスデー・アドベンチストは最後の
「残りの民」である。たとい教会がどん
なに背教しようとも、激しい震いの経験
をして、純潔な教会となり、永遠の神の
目的がこの教会によって達成されると信じ
ている。
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また、ＣＤ、ＤＶＤでも収録しております。（※CD、DVDの不良品がある

場合は、返送せずにご連絡ください。新しいものをお送りいたします。）

2012年 デイビッド・カンによる沖縄講演会のお知らせ

米国ジョージア・アトランタ在住｡

ＳＤＡ韓国出身の自給伝道者。米国、

韓国、中国など各地に伝道の拠点をも

ち活動をしておられる。

経済危機関連や現代に必要なメッセージ

を語る講演会がもたれます。

テーマ：未定

日時：2012年　4月25日(水)〜28日(土)

場所：那覇市　他　未定
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1915 年、第一次世界

大戦の時である。ドイ

ツ軍とイギリス軍はそ

れぞれ塹
ざんごう

壕を掘って、

激しい撃ち合いをして

いた。その日も両軍と

も多くの死者を出し、

太陽は静かに沈んでい

く。12 月 24 日、クリス

マス・イヴ。兵士たち

は寒さにふるえながら、遥か祖国の家族のことを

思っていた。

すると突然、ドイツ軍の方から歌声が聞こえて

きた。何事かと身構える英国軍に緊張が走る。

次の瞬間、ドイツ側から聴こえてきたのはド

イツ語による「Stille Nacht! Heilige Nacht!」

シュティレナハト・・ハイリゲナハト・・」、よ

く知っているクリスマスの歌（きよしこの夜）で

あった。イギリスの一人の兵士が英語で歌いだす

と「オールイズ、カーム、オールイズ、ブライト」

と次々に皆が加わった。ドイツ軍とイギリス軍の

大合唱となった。やがて双方の兵士たちは、ひと

りふたりと銃を置いて、中間地帯に出て行き、相

手側とクリスマスの挨拶を交わし、握手を始めた。

鉄
てつじょうもう

条網の向こう側にいる敵兵との何とも奇妙な二

重唱であった。

不思議なことではないだろうか？戦争中でも、

敵も味方も、無神論国でさえもクリスマスを祝う

のである。

ノアにセム、ハム、

ヤペテの 3 人の子がい

た。ハムの子はクシ。

クシの子にニムロデが

いた。その名前は聖書

に出てくる。彼はノ

アの大洪水の約 350 年後にバベルの塔を建設した。

ニムロデという名は、「反逆者」という意味で、世

界統一政府の建設を試みた最初の人である。彼は

バベル（バビ

ロン）、カラ、

エレク、アッ

カド、カルネ

ア ッ シ リ ア、

ニネベ、レホ

ボデ、レセン

の町々を建て

た。

創世記 10:8 -9 に

は「クシの子はニム

ロデであって、この

ニムロデは世の権力

者となった最初の人

である。彼は主の前

に力ある狩猟者で

あった。これから『主の前に力ある狩猟者ニムロ

デのごとし』ということわざが起った。」と書いて

ある。

Christmas

クリスマスの由来：
異教からカトリックへ、そして全世界へ 　  

金城 重博

(
反
逆
者
の
意
）

　クリスマスの由来　　　
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ある著名な聖書解説者はこう言っている :

｢彼らは、ここに都市を建設し、世界の驚異とな

るような巨大な高塔を建てることにした。この企

ては、人々が広く離散して住むことを防ぐために

考案された。神は、人間が、広く地球上にわかれ

て住み、地に満ち、地を従わせるように指示され

ていた。しかし、バベルの建設者たちは、彼らの

社会を一つの組織にし、やがて、全世界を含む

に至る帝国を築こうとした。こうして、彼らの都

市は、世界帝国の首都となるのであった。その

栄光は、世界の人々の賞賛と尊敬をかちえて、建

設者の名を有名にするのであった。空高くそびえ

る壮麗な塔は、建設者の能力と知恵の記念碑と

して建てられ、彼らの名声を永久に後世の人々に

伝えるためであった。｣あけぼの上114

彼らの世界統一政府について聖書に書いてある :

｢『民は一つで、みな同じ言葉である。彼らはすで

にこの事をしはじめた。彼らがしようとする事は、

もはや何事もとどめ得ないであろう。さあ、われ

われは下って行って、そこで彼らの言葉を乱し、互

に言葉が通じないようにしよう』。こうして主が彼

らをそこから全地のおもてに散らされたので、彼

らは町を建てるのをやめた｣創世記11:6-8。

歴史家によると、約 72 の言葉に分かれたと言わ

れている。それから、世界中に散るにしたがって

たくさんの言葉に分かれていった。そして今日、

6,000-7,000 の異なった言葉があると言う。　　　

　

これは伝説で

あるが、クシは

死ぬ時、ニムロ

デとその母セミ

ラミスを結婚さ

せた。来るべき

メシヤの預言を

知っていたクシ

は、セミラミス

によって子をも

うけた。このクシによる子、ニムロデこそ彼らの

メシヤであった。自分の子供であり、夫であるニ

ムロデが殺されて後、セミラミスは、夫ニムロデ

を太陽神にまつりあげたが人々が信じなかったの

で、女王としての支配権を失うことを恐れた。何

年も経ってから、ある祭司との間にこどもを作る。

生まれた子供は、バビロンの神—ニムロデの生ま

れ変わり、奇跡のタンムズが生まれたと人々に信

じさせた。そのタンムズが生まれたのが 12 月 25

日であった。その後セミラミスは『天国の母』と

して崇められるようになった。

異教の太陽神の誕生

日をカトリック教会が

取り入れたのである。

それは世界各地に広が

り、人々は天の女神が

救い主であるわが子を

抱いている像を拝むよ

うになった。そうした

偶像は世界各地で発掘されている。今も、この伝

説—母子観音像を礼拝している。日本の慈母観音

もそうである。カトリックはイースターも、ハロー

ウィンも異教の祭りから取り入れたのである。カ

トリック教会は日曜礼拝も霊魂不滅説も異教から

取り入れ、プロテスタント教会はこの二大誤謬を

そのまま引き継いでいる。

現代バベルの塔の建設者たち

ヨハネ・パウロ2世　マリヤ崇
拝の第一人者
偶像礼拝以外の何物でもない。

は

である。これは

タンムズ
太陽神

「多くの言語、
一つの声」とい
うモットー

セミラミス ニムロデ
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｢ バビロン ｣ は「バベル」から来た。「混乱」と

いう意味である。黙示録のバビロンは、この地上

の新世界秩序構築を狙う巨大組織である。黙示録

17:5､13；18 章

キリストはいつ誕生されたか？

（参考文献：レムナント紙 1999 年１月号）

キリストが誕生されたのは、仮庵の祭（かりい

おのまつり；９〜 10 月頃）だった。それは、聖書

の記述からはっきりと分かる。　

ルカ福音書では、イエスの誕生の半年前にバプ

テスマのヨハネが誕生したことが記されている。

ヨハネの父ザカリヤは、アビヤの組の祭司だった

（1：5）。

アビヤの組の祭司は、第８組に属し、イスラエ

ル神殿での奉仕は、ユダヤ暦第４の月の後半に定

められていた（歴代志上 24:7-19 に、神殿で奉仕

する祭司の当番表が記されている）。

祭司ザカリヤの妻エリサベツがヨハネを懐胎し

たのは、「務めの期間が終わったのち」（1：23）であっ

た。つまり、ユダヤ暦第５の月のはじめであった。

それから５カ月後、彼女が妊娠６カ月目に入っ

たときに、イエスの母マリヤがみごもった（1：

24-26）。つまり、ユダヤ暦第１０の月（グレゴリ

ウス暦１２−１月）であった。

そして、「月が満ちて」イエスが誕生された（2：

6）。これは、エリサベツと同様約９カ月後であっ

た（1：56-57、2：6）。つまり、イエスが誕生され

たのは、ユダヤ暦第７の月（グレゴリウス暦９−

１０月）であることがわかる。

さて、この第７の月には、仮庵の祭りが行われ

ていた。

イエスの誕生の時期を仮庵の祭りの頃とすると、

聖書の他の記述と調和する。

（１）野営していた羊飼いたちの前にイエスの誕

生を知らせる御使いが現れるが、太陽暦の

１２月２５日頃には野営は行われない。ユ

ダヤの口伝律法ミシュナーによれば、牧童

たちが野営できる季節は、初めの雨（秋の

雨；申命記1：14、ヨエル2：23）までの期

間であり、１１月以降は、寒さのために野

営しないと記されている。

（２）仮庵の祭りの時期、人々は祭りを祝うため

に全国からエルサレムに上京した。エルサ

レム近郊の町ベツレヘムには、多くの上京

者が宿をとっていたため、マリヤは馬小屋

で出産せざるを得なかった。

（３）「仮庵（σκηνη）」の動詞形「仮に宿

る（σκηνω）」は、ヨハネ福音書にお

いてイエスの受肉を表す言葉として使用さ

れている。

　　　「また、ロゴス(言)は肉体となり、わたし

たちの間に仮に宿られた（εσκηνωσ

εν）。」（1：14）

（４）「仮庵（σκηνη）」のヘブル対応語 

mishkan は、旧約聖書の「幕屋」を意味す

る。幕屋は、イスラエルが出エジプトの際

に神礼拝を行った場所であり、パレスチナ

定住後、ソロモンの時代に神殿となった。

新約聖書において、イエスの肉体こそが真の幕

屋、神殿であるとされている（マタイ 26：61、マ

ルコ 14：58）。

キリストの誕生日を１２月２５日としたのは、

紀元４世紀、ローマ皇帝コンスタンチヌス帝によ

るニケア宗教会議においてであり、当時祝われて

いたローマ太陽神の冬至祭、タンムズ神の祭日で

ある土星祭をすたれさせ、キリスト教の祭りを栄

えさせる意図があったものと思われる。

したがって、１月１日がキリストの割礼日とす

ることも誤りであると言えるのである。

イエス･キリストについての預言

キリストの誕生、生涯、死、復活について、300

以上も預言されていたことがことごとく成就した。

たとえば：イスラエル民族のユダ族から生まれる

こと、ベツレヘムという村で生まれること、乙女

から生まれること、何一つ罪と過ちがないのに迫

害され、十字架につけられること、しかも紀元 31

年に十字架につけられることも正確に預言されて

いた。銀 30 枚で売り渡されること、3 日目によみ

がえること等々、300 以上の預言とその成就を列挙

することはここではできない。

　クリスマスの由来　　　
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ちなみに釈迦は予言していた：

「私が死んで500年後、すべて

の仏たちの源泉となる教えを

する預言者が現れるであろう。

彼が現れるとき、彼を信じなさ

い。そうすればあなたがたは数

え切れない祝福を受けるであろ

う！」Gordon,“World Healers”p 

31,32,229。

儒教の創始者、孔子も紀元前600年に予言していた:

「西の方、支那 ( 中国 ) に三聖

教 ( 仏教、儒教、道教 ) の回復を

もたらす聖人が生まれるであろ

う」(同 27) と予言した。

Benjamin G.Wilkinson“Truth 

Triumphant”に引用。（ちなみに

この本は、プロテスタントがやっ

てきたことをどのようにイエズス会が破壊してい

くかを描いたものである）。

日本の偉大な再臨信徒たち

キリスト教界のみならず近代日本の思想家たち

は、再臨信徒であった。

・内村鑑三

近代日本思想史に巨大な足跡と影響を残した思

想家、また日本近代に出現した旧約的預言者とも

言われている。

内村鑑三氏は札幌農学校で「少年よ、大志を抱け」

と言われた、クラーク先生から教えを受けた。及

川吉四郎著「永遠の安住の地はいずこ」より引用。

彼はこう語っている：

「今や平和の出現を期待すべき所は、地上どこ

にも見当たらないのである。かくて余の学問の

傾向と時勢の成り行きとは、余をして絶望の深

淵に陥らしめた。余はここに行き詰まったのであ

る。…」

しかし、再臨を信じた結果どうであっただろうか。

「かくてこそ、世界の問題も、余が内心の問題

も、ことごとく説明し得る。愚かなりし哉、久しき

間この身を捧げ、自己の小さき力をもって世界の

改善を計らんとせしこと、こは余の事業ではな

かったのである。キリスト来りてこの事を完成し

給うのである。平和は彼の再臨によって始めて実

現するのである」。

・南原繁（元東京大学総長）—内

村鑑三に師事した、無教会キリス

ト教の創始者

・矢内原忠雄氏（元東京大学総長）

元東大総長南原繁氏もそうです

が、その後を継いで東大総長を二期

つとめられた矢内原忠雄氏の再臨信

仰を覗いてみましょう。

氏はまだ新進気鋭の学者であったとき、来世に

ついて次のように主張しておられます。

「人類の平和に加うるに天地万物の平和、幸いな

るは主の再臨の日である。われらはこの再臨を待

ち望むのである。これが信者の『望み』である。

今や、人生難行、国家社会また難行である。し

かしイエスは彼を信ずる者を救うために、急ぎ来

り給います。長き病の床に、或いは行き悩む人生

の旅路に、しかしてまた歴史の終末において、イ

エスは人類を救うべく急遽再臨し給うのです。

ああ、人生の夜が明けて、イエスの救いをわが

側に見
みたてまつ

奉る時はどんなに幸いでしょう。

また、人類の夜が明けて、この地球とこの国土に

神の国が成就する時は、いかに幸いでありましょう。」

釈迦の予言

孔子の予言
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世界はどうなっていくのであろうか　

注目すべき世の終わり　　　　

＝キリスト再臨の前兆！

続発する大災害

図 ① の グ ラ フ は 1900 年 〜

2004 年までの自然災害の「指

数カーブ」と言われるもの。図

②は 1900 年から 2010 年までの

指数カーブ。図②のグラフの見

方—2005 年以降減少している。

しかし、これは、かえって危険

がまじかに迫っていることを表

す。未曾有のあらゆる種類の自

然災害がやってくる。津波の場

合も潮が引いて跡が怖いのであ

る。

イエス ･ キリストが、世の終

わり＝キリストの再臨の前兆に

ついて話されたことがマタイ 24

章、マルコ 13 章、ルカ 21 章に記されている。

｢また大地震があり、あちこちに疫病やききんが

起り、いろいろ恐ろしいことや天からの物すご

い前兆があるであろう。」ルカによる福音書21:11

｢人々は世界に起ろうとする事を思い、恐怖と不

安で気絶するであろう。もろもろの天体が揺り

動かされるからである。｣ルカによる福音書21:26

ある聖書では、「方々に」、「次々に」と訳されて

いる。

｢ しかしこれらは産みの苦しみの初め」というの

であるから、これから「想定外の」災害が起こる

ことは、黙示録 16 章にも書いてある。

世界に広がる民衆抗議運動　　　　
—貧富の格差暴動—

マスメディアではあまり報道されないが、今日

聖書に預言されたことが頻発しているので、預言

の目で見ないと世界の動向は読めない。

「先進国」で深刻化する格差と貧困

豊かなはずの「先進国」で広がる格差や富の集

中に対する不満が各地で噴き出し、デモや抗議行

動が続いている。誰もが貧困に陥る可能性のある

社会構造は、いまや全世界的な問題となっている。

「1％の富裕層が富を握っている。我々は残りの

99％だ」との共通認識は世界を駆けめぐり、10 月

クリスマスの由来　　　

①

②
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15 日には、世界 82 カ国で市民による抗議行動が行

なわれた。

｢富んでいる人たちよ。よく聞きなさい。あなた

がたは、自分の身に降りかかろうとしているわざ

わいを思って、泣き叫ぶがよい。あなたがたの富

は朽ち果て、着物はむしばまれ、金銀はさびてい

る。そして、そのさびの毒は、あなたがたの罪を

責め、あなたがたの肉を火のように食いつくすで

あろう。あなたがたは、終りの時にいるのに、な

お宝をたくわえている。見よ、あなたがたが労働

者たちに畑の刈入れをさせながら、支払わずに

いる賃銀が、叫んでいる。そして、刈入れをした

人たちの叫び声が、すでに万軍の主の耳に達し

ている。あなたがたは、地上でおごり暮し、快楽

にふけり、『ほ

ふらるる日』の

ために、おのが

心を肥やしてい

る。」ヤコブ5:1 

-5

世界経済危機
世界支配を狙っている者たちは、国々の経済破

綻を企てている。

アメリカの豹変

メイフラワー号の清教徒たちは、1620 年に、王

のいない、信教の自由の国を求めて新大陸アメリ

カへ逃れてきた。民主主義とプロテスタントの国

は政教分離の原則で最も繁栄した帝国に発展して

きた。しかし、預言のとおりに危機的な状況にある。

見よ、この豹変ぶり！黙示録13章の預言の成就！

世界最小の国バチカン ( ローマ法王教 ) の世界

支配陰謀　ダニエル 8章 ､11:40-45、黙示録 13 章、

黙示録 17 章、18 章 ､ ２テサロニケ２:3,4 の預言

の成就

ブッシュ大統領の言葉：

｢ 真に偉人の一人 ､ ヨ

ハネ ･ パウロ 2 世に栄誉

を与える最上の方法は、

彼の教えをまじめに受けとめ ､ 彼の言葉を聞き、

彼の言葉と教えをこのアメリカにおいて実行に移

すことである。」パトリシア・ザポア　カトリック

ニュースサービス 2001/3/24

エキュメニズムキリスト教一致運動、
宗教大連合

　黙示録１８章､

黙示録１６章の預

言の成就。

二大勢力の対決

ローマ･カトリック(13億)対イスラム(15億7千5百)

世界最大の宗教-政治権力  ダニエル11:40-45

「終りの時になって、南の王は彼と戦います。北

の王は、戦車と騎兵と、多くの船をもって、つむじ

風のように彼を攻め、国々にはいっていって、み

なぎりあふれ、通り過ぎるでしょう。」

ルカによる福音書 21:28 

｢これらの事が起り

はじめたら、身を起

し頭をもたげなさ

い。あなたがたの救

が近づいているの

だから」。

対決

　　　クリスマスの由来
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今、流行の、新しい宗教運動！

今、アメリカのキリスト諸教会に宗教的疫病

が流行している！

これは、キリスト教化した現代心霊術である。

形骸化したキリスト教には、最も魅力のあるも

ののように思われるであろう。｢ 愛は神の第一

のご性質として繰り返し説明されてはいるが、

善と悪をほとんど区別しない弱々しい感傷主義

に堕している ｣ 大争闘下 312。心の欠乏を満た

すような感じを与えるかもしれない。これが新

興教会 ( エマージング ･ チャーチ ) の特徴であ

る。

宗教歴史の中での

最も著しい発展は、

おそらくイエズス会

が創立されたことで

しょう。イグナティ

ウス・デ・ロヨラは、

プロテスタント革命、そしてプロテスタント教

会を潰すためにイエズス会を設立しました。イ

エズス会は、その影響力によって再びこの世を

征服し、法王制度の支配下に置くことを特に狙

いとしました。彼らはその働きを様々な宗派と

共に、そしてその宗派のエキュメニカル運動の

働きと共に行い、非常な成功を収めてきました。

彼らは歴史上、世界の至る所に伸びている陰謀

の網を通して活動してきました。彼らは偽装の

Church

新興教会(エマージング・チャーチ)と
霊性形成(スピリチュアル・フォーメイション)

ハル・メイヤー (Keep the Faith Ministry)

    訳　井上千里(カリフォルニア在住)

　　 エマージング・チャーチ　　
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　　  エマージング・チャーチ　　

達人たちです。

これらのことは、聖書の預言の生徒であるな

らば驚くべきことではないはずです。これから

私はイエズス会の歴史や基礎的教理、または彼

らの総体的手段を述べるわけではありません。

今日私は、ローマ・カトリック制度から直接に

来ている神の教会に対する新型の脅威をお伝え

します。ある方々は今日のメッセージにとても

憤慨なさるでしょう。なぜならその方々が高く

評価し、推し進めているものが、どのようなも

のかを暴くことになるからです。もしあなたが

この話に憤られるならば、どうぞひざまずき、

神様が真実の道を示してくださるように尋ねら

れますことを願っています。

新しい礼拝方式
現在、礼拝の新しい方法が嵐のようにクリス

チャン社会に吹いています。それは、もしこれ

らに従っていくのなら、真理から直ちに離れ、

欺瞞に陥ってしまうものです。それに従ってい

る人々は、彼らの救いを失ってしまいます。な

ぜなら彼らは自己を頼みとし、イエスを知らな

いからです。多くの人が聖書を研究しません。

そして彼らは、周囲で起こっていることに注意

を向けません。もし宗教指導者たちによって支

持されている何らかのプログラムが教会に入っ

てくると、彼らはこれは大丈夫だと思ってしま

うのです。サタンでさえ御言葉を用い、また彼

自身の聖書解釈を行い、警戒していない人々を

イエスとの真の経験から離れさせてしまうので

す。テモテ第二 4：3 〜 4 の使徒パウロの言葉を

お聞きくださ

い。「人々が健

全な教えに耐

えられなくな

り、耳ざわり

のよい話をし

てもらおうと

して、自分勝

手な好みにまかせて教師たちを寄せ集め、そし

て、真理からは耳をそむけて、作り話の方にそ

れていく時が来るであろう」。これは終末時代に

関する預言です。神様は、これまでと同様に、

終末時代の教会にも、サタンが不義の働きをす

ることをお許しにならなければならないのです。

聖書のコリント第二 11：14 に「しかし、驚くに

は及ばない。サタンも光の天使に擬装するのだ

から」と書かれています。これはどのような意

味でしょうか。なぜサタンはこのようなことを

するのでしょうか。サタンは完全に偽装して誘

惑を持ってくるので、あなたは彼が義の天使で

あると思い、彼のメッセージは、永遠の命に連

なるものだと考えてしまうということです。そ

してサタンがこれらのことをするのは、不注意

で、表面的で、なまぬるいラオデキヤの人々に

偽りを信じさせ、彼らがキリストと永遠の救い

を失うようにするためなのです。けれども多く

の人々は、サタンが教会の中に実際に欺瞞を持

ち込む可能性があるということすら考えること

ができません。これは彼らにとって理解不可能

なことなのです。しかしながら、これこそまさ

しくサタンが試みることだと聖書は述べていま

す。私たちはまた、サタンが相当に成功するで

あろうと聖書や預言の霊によって勧告されてい

ます。ほとんどのクリスチャンは、これらの書

かれていることはすべて過去のことだと考える

か、または将来起こることであろうと考えてい

るようですが、今、実際に起きているのだとい

うことを思ってもみません。他の人々は、全く

霊的でなく世俗的で、彼らを惑わしている議論

を認識することさえできません。このような人々

は非常に盲目になっているので、どんな誤りが

教会に入ってきても、いざとなったら指導者た

ちが警告してくれるだろうと思っています。

新興教会（Emerging Church)

私は「新興教会（Emerging Church)」そして「霊

性形成 (Spiritual Formation)」と呼ばれるものに

対する人々の関心に危機感を抱いています。新興

教会運動は、「パーパス・ドリブン・ライフ」（日

本語版—人生を導く５つの目的）で有名なリック・

エマージング・チャーチのリーダーたち
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ウォレンやウィロー

クリーク教会のビ

ル・ハイベルス、ま

たその他の人々に

よって運営されてい

るメガチャーチに

よって推進されてきました。（Emerging Church の

正確な日本語訳がわかりませんが、新しく出現し

た、または興っている教会、運動という意味があ

るので以下、新興教会で統一します。新興教会と

はひとつの教派ではなく、様々な教派、教会、グルー

プ内で起こっているムーブメントであり、現代の

ポストモダン世代〔この世には絶対的なものはな

い、絶対的な真理、善悪、正誤などなく、すべて

が相対的だと考える世代〕に合わせるために、福

音派教会は改革する必要があるとの意見で一致し

ています）。これらの概念は「霊性形成」を通して

残りの教会に入り込んでおり、現在活躍している

とても有名な説教者た

ちによって推し進めら

れているのです。私が

霊性形成のことを更に

お話しする前に、終末

時代の教会について述

べている神の預言者エ

ゼキエルの言葉を開い

てみましょう。「その

中に預言者たちの陰謀

がある。その中の君た

ちは、獲物を裂くほえ

るししのような者で、

彼らは魂を滅ぼし、宝

と尊い物とを取り、そ

のうちに、やもめの

数をふやす。その祭司たちはわが律法を犯し、聖

なる物を汚した。彼らは聖なる物と汚れた物とを

区別せず、清くない物と清い物との違いを教えず、

わが安息日を無視し、こうしてわたしは彼らの間

に汚されている。その中にいる君たちは、獲物を

裂くおおかみのようで、血を流し、不正の利を得

るために人々を滅ぼす。その預言者たちは、水しっ

くいでこれを塗り、偽りの幻を見、彼らに偽りを

占い、主が語らないのに『主なる神はこう言われ

る』と言う」（エゼキエル書 22:25-28 下線部は口

語訳には書かれていません )。この聖句はまさしく

この時代に起こっていることを私たちに告げてい

ます。これらのムーブメントに携わり促進させて

いる人々は、これ以上聖書に従わなくても、霊的

な力や神との一致は、宗教教師や神秘主義から得

ることができると我々に信じさせようとしている

のです。この神秘主義は現代のものもありますが、

ほとんどが３〜４世紀の時代にさかのぼるもので

す。

霊性形成(Spiritual Formation)とは何か
あなたはたぶん「物事は見たとおりとは限らな

い」という古い言葉を聞いたことがあるでしょう。

これはまさに新興教会と霊性形成にあてはまる言

葉なのです。耳ざわりの良い多くの用語が使われ、

それらはすべて聖書的で正しいものだとあなたを

信じさせてしまうのです。「瞑想的祈り」、「瞑想」、

「弟子」、「弟子化」、などは一例ですが、その他の

多くの似たような用語が新興教会や霊性形成に関

連して使われています。あるものは霊性形成で教

えられているものを、たとえば「キリストにある

成長」というような一般的な名称に変えることで、

すべてを偽装させることさえしています。これら

の一見すばらしい言葉は、十分な知識が無く、警

戒していない人々にはとても魅力的なのです。あ

なたはこれらの言葉を聞いたことがないかもしれ

ませんが、もし新興教会や霊性形成運動があなた

の教会に入り込んで

きているならば、あ

なたはその運動の背

後にある概念を教え

られていることにな

るのです。たとえば

弟子、瞑想などとい

う言葉は本来の意味

があるのですが、こ

れらを全く違った意

味を持つ言葉として

再定義し、教会内に

再導入しているので

す。ほとんどの人は

これらの言葉を聞い

ても危険だとは思い

ません。なぜならこれらの多くの言葉は、聖書や

預言の霊で用いられており、長い間それらの言葉

を耳にしているからです。ですからこれらの新し

い概念を促進させようとする時に、彼らは誰でも

良く知っているなじみのある古い用語を使い、新

しい概念の架け橋として使うのです。ところで瞑

想的祈り、または瞑想の何が間違っている可能性

があるというのでしょうか？祈り、瞑想というの

は私たちがするべきことではないですか？　もち

ろんそうです。けれどもこれらの新興教会がとり

入れた実際の用語を学ぶと、これは聖書が教えて

いる祈りや瞑想とは違う種類のものであること

がわかるのです。

もしサタンが光の天使としてやってくるなら、

彼はあなたを惑わすことができるのです。サタン

のプログラムをとても霊的な響きのある言葉にす

るので、あなたはこれらのサタンのプログラムを、

　 エマージング・チャーチ　　



12

　
　

　
　

E
m

er
g

in
g

 C
h

u
r

c
h

 

　　  エマージング・チャーチ　　

まさしく神からのものだと考えてしまうのです。

そしてこれらは、教会内のとても尊敬されている

高い地位にある人々から来るかもしれません。ま

た、有名で保守的なテレビ局、または将来の牧師

たちが訓練されている大学からさえも来るかもし

れないのです。エゼキエルが偽りの預言者のこと

を、強欲なおおかみが魂を滅ぼすためにやってく

る、と言った言葉を覚えていますか？　キリスト

はマタイ7:15でも同様のことを言っておられます。

「にせ預言者を警戒せよ。彼らは、羊の衣を着てあ

なたがたのところに来るが、その内側は強欲なお

おかみである。」

霊性形成の指導者たちは、教理はキリストと

の体験に比べると重要ではないと言っています。

私たちの日々のキリストとの体験はなくてはなら

ないものですが、彼らが本当に言わんとしている

事は、教理は全く重要ではなく、それを気にする

ことも、語ることも必要ないということなのです。

彼らは、すべての宗教が混ざり合うことを望んで

おり、それを成し遂げるためローマと共に働いて

いるのです。教理はキリストから来ます。もしあ

なたが教理を取り除いてしまうなら、「すべてキリ

ストの教えをとおり過ごして、それにとどまらな

い者は、神を持っていない」（Ⅱヨハネ１：９）と

いうことになるのです。もしあなたがキリストの

教えや、キリストが預言者を通して語られた教え

を信じなければ、あなたはイエスと本当の関係を

持っているということはできません。現在の彼ら

の考えのように、誰が何を信じようが、すべての

人をキリストの体の一部としてそのままで受け入

れ、共にキリストを体験していくということをす

るにつれ、教理はだんだん重要ではなくなってく

るのです。今日、以前はプロテスタントとして知

られていた福音主義派は、ローマ・カトリックと

の一致に戻るように意図されているエキュメニカ

ルムーブメントに深く関わっています。彼らはこ

れを「新しい霊性」と名づけていますが、ただ単

に古いローマ・カトリック神秘主義的心霊術に導

かれているだけなのです。

「新しい霊性」の鍵となる思想を持っている指導

者の一人がリチャード・フォスターですが、彼は

次のように言っています。「私がはじめにこの分野

のことを書き始めた 70 年代の後半、80 年代の前半

には、カトリック制度に関係しているきわめて専

門的な人たち以外には、霊性形成という言葉はほ

とんど知られていなかった。今日、この言葉を聞

いたことが無いという人は珍しい。神学校での霊

性形成のコースは、子うさぎが増えるように激増

している。莫大な数の人々が、霊的指導者を求め

る多くの人々に応答するために、霊的指導の認定

を得ることを望んでいる」。（Richard Foster,Heart to 
Heart:A Pastoral Letter from Richard J Foster May 2003 
http://www.renovare.info)。フォスターが、霊性形成

とローマ・カトリック教会との間の強いつなが

りについて言及していることに気づいていただき

たいと思います。イエズス会によって生み出され

た霊性形成のカトリックの概念が、福音主義教会

の教えの主流となってきたことは、全く驚くべき

ことです。

霊的指導（Spiritual Direction)とは何か
ある人が自分自身のために、霊の生活を導き指

導する人を見つけることです。これは人生の案

内役である聖書に取って代わってしまうもので

す。焦点は指導される側の導き手である人間に置

かれます。霊的指導者はそのために訓練を受けた

人ですが、指導者自身も違う霊的指導者の下にあ

るので、この階級制度が教会内でおこります（日

本語のイエズス会のホームページに、この方法が

簡単に説明されています (http://www.jesuits.or.jp/sp_
shido.html）。神を敬う信心深い人たちに、アドバイ

スや、勧告を求めることは重要なことです。そし

て人生における困難や問題が起こった時には、と

ても助けになるでしょう。けれども、彼らのよう

に霊的指導者に服従するということは全く別問題

です。現在神学校の中においても、若い牧師たち

が、霊的指導者になるためのコースで学んでいま

す。また、メガチャーチをはじめ、多くのプロテ

スタント教会で教えているセルグループやスモー

ルグループ法も、これらの方法を使うように試み

ています。けれどもこの方法は、教会内に小さな

カトリック教会をたくさん作ることになるのです。

体験対教理
新興教会の概念

を推進している福

音主義派の指導者

の一人であるリー

ス・アンダーソン

(Leith Anderson) は、

宗教と政治の組織

である全米福音同盟の現在の会長ですが、以下のコ

メントをしています。「古いパラダイム（物の見方、

考え方）は、もしあなたが正しい教えを持っている

ならば、あなたは神を体験するであろうと教えた。

新しいパラダイムは、もしあなたが神を体験する

ならば、あなたは正しい教えを持つであろうと言っ

ている。これは、命題的真理は常に宗教的経験に



13

　
　

　
　

E
m

er
g

in
g

 C
h

u
r

c
h

 

先行し、決定づけるものだとみなしている多くの

人々をわずらわせることかもしれない・・・この

考えは組織神学の産物で貢献するものは多い・・・

しかしながら聖書的神学は、経験の様式の後に命

題が続くと聖書を理解する」。(Leith Anderson, as 
quoted in Eddie Gibbs, ChurchNext：Quantum Changes 
in Ｈ ow Ｗ e do ministry InterVarsity press、2000：
126,)　

おわかりいただけるでしょうか。アメリカ最大

規模の福音主義組織の最上部からのストレートな

発言です。彼は、経験は教理よりももっと大切だ

と言っているのです。これは人が何を信じても

構わない、あなたは他の人と体験によって一致

できるという意味なのです。皆さん、これは間違っ

ています。イエス様は我々に、霊とまこととをもっ

て礼拝しなさいとおっしゃいました。霊と真理は

両方が大切なのです。もしこの均衡を失ってしま

うと、サタンがあなたに対して有利な立場に立っ

てしまうのです。新興教会の概念は、教理を教え

ることを最小限にして感情を強調するものです。

これはあなたの聖書に対する理解を表面的なもの

にしてしまいます。そして、これぞまさしくローマ・

カトリック教会がエキュメニカル運動において何

十年も強調してきたことなのです。そしてこのゆ

えに、現在、多くの教会はローマと一致できるの

です。これは残りの教会の独特の教理に対する真っ

向からの挑戦なのです。

もし教理が重要でなかったら、わざわざ安息日

を守る必要があるでしょうか？

もし教理が重要でなかったら、天の聖所の至聖

所におけるキリストの奉仕の意味を学ぶ必要など

あるでしょうか？

もし教理が重要でなかったら、死後の状態がど

うなるかに関しては、あなたの好きなように信じ

ればいいのではないですか？

もし教理が重要でなかったら、なぜ主の什一を

お返しするのでしょうか？

もし教理が重要でなかったら、すべての教会

が同意できる事だけを強調するエキュメニカル的

な愛と一致がある他教会に加わることができるで

しょう。

この新興教会または新興教会運動の概念は、

あなたは自分が好きなように何でも信じること

ができ、それでもあなたはキリストの家族の一

員であるというものです。この新興教会思想に

も様々な度合いがありますが、これからさらに

急進的なものをお話しします。神の教会の中で

新興教会運動を推し進めている教師は、これら

の概念が真実であることを否定するかもしれ

ません。けれども、もし彼らが否定するなら

ば、彼らは自分たちが教えていることを知らな

いか、あるいはあなたを欺き、新興教会が教え

行っていることに対するあなたの反対は全く誇

張したものだと思わせようとしているかのどち

らかでしょう。そうです、これは神学が関わっ

ていますが、それはとても独断的です。そこに

は教理は全く重要ではないという不動の教理が

あるのです。各時代の大争闘の中で、神の使命

者は次のように言っ

ています。「米国の主

要な教会が、その共

通の教理において合

同し、国家を動かし

て教会の法令を施行

させ、教会の制度を

支持させるようにな

るそのときに、プロ

テスタント・アメリ

カは、ローマ法王制

の像を造り、その必

然の結果として、反対者たちに法律上の刑罰を

加えることになるのである」（p165)。現在のこ

れらのムーブメントはどこに向かっているので

しょうか。独特の教理が共通の教理によって廃

止されてしまう時、エキュメニカル運動は、神

のすべての戒めに従い、真理、つまりイエスに

ある教えを支持する少数の人々を圧迫します。

そして迫害が確実な結果となるのです。イエス

はヨハネ16：2で次のように言っています。「人々

はあなたがたを会堂から追い出すであろう。更

にあなたがたを殺す者がみな、それによって自

分たちは神に仕えているのだと思う時が来るで

あろう」。 次の言葉はあなたが関心をもって読

むべき文です。「サタンは、数えきれないほど多

くの策略を考え出してわれわれの心を捕え、わ

れわれが最もよく知っていなければならない働

きそのものについて、われわれに考えさせまい

としている。大欺瞞者サタンは、贖罪の犠牲と

全能の仲保者を明らかにする大真理を憎んでい

る。イエスと彼の真理から人々の心をそらすこ

とに、万事がかかっていることを、彼は知って

いるのである」（各時代の大争闘下 p221)。これ

は天の聖所における至聖所でのキリストのお働

きに関して書かれており、あなたの人生におい

て罪への勝利を得させる神の力について述べて

いるものです。新興教会、霊性形成はこれを成

 エマージング・チャーチ　　
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し遂げるために何も助けになるものはありませ

ん。これは真理の仮面をかぶった偽りなのです。

霊性形成は、キリストのようになるという方法

を売りものにしていますが、その方法は、あな

たが指導者や助言者の指導に従うことによって

キリストのようになると言うのです。けれども

皆さん、これは不可能なのです。キリストだけ

があなたをキリストに似たものにしてくださる

のです。キリストと真理は相伴うものだという

ことを心に留めてください。一つを抜きにして

どちらか一方を持つことはできません。イエス

様ご自身が、私は道であり真理であり命である

と言われました。もしキリストが真理であるな

ら、キリストが地上のご生涯で語られたことや、

彼の預言者たちを通して語られたすばらしいみ

国の教えを、私たちは理解し、行う必要がある

のです。サタンは彼の

数えきれないほどの策

略の中に、あなたのた

めに何かの策略を練っ

ていると思いますか？

もちろんそうしていま

す。サタンは、イエス

に従っているすべての

人々、そのひとりひと

りのために企んでおり、

もし可能であるならば

最も油断無く警戒して

いる人や、聖書の言う

選民でさえ欺く可能性があるのです。ところで

選民と呼ばれる人たちは、必ずしも大学の称号

を持っている人たちではありません。実際には

大学の称号というものは、しばしば人々を、神

の真理や教義に対して懐疑的にしてしまいます。

もちろんいくつかの例外はありますが・・・。

新興教会運動は、福音派教会を急襲しており、

福音派教会はその運動に呑み込まれています。

聖書に根を下ろしていない人々には、その教え

はとても魅力的です。私たちが霊感を受けた神

の言葉よりも人間の考えや教えを取り入れてし

まう時、そう長くはかからずに誤謬に陥ってし

まうのです。イエス様はイザヤ書の言葉を引用

して次のように言われました。「この民は、口さ

きではわたしを敬うが、その心はわたしから遠

く離れている」それから続けて言われました。「人

間のいましめを教として教え、無意味にわたし

を拝んでいる」（マタイ 15：8-9)。

新しい教会
新興教会のリーダーたちは、21 世紀のために

キリスト教を再び構築する必要があると言って

います。新興教会運動のキーパーソンであるブ

ライアン・マクラーレン (Brian McLaren) は次の

ように言っています。「いいですか、もし我々

が新しい世界を持っているのなら、我々には新

しい教会が必要でしょう。我々には新しい宗教

の思想は必要ではなく、我々の神学の新しい枠

組みが必要なのです。新しい精神ではなく、新

しい霊性です。新しいキリストではなく、新し

いクリスチャンです。新しい宗派ではなく、す

べての宗派の中に

ある新しい種類の

教 会 で す 」（Brian 
McLaren, The Church 
on the Other  Side、 
Zondervan,2009)。

新しい霊性運動に

おいて福音主義者た

ちの中に駆け巡って

いるもうひとつの共

通のテーマが、古代

礼拝または古代祈祷

の再導入です。ル

ター派の刊行誌「古代の新しいもの」で、ジュ

リー・セービング（Julie Seving) は言っています。

「福音主義派は正統派からルター派、カトリッ

クまでとすべての教会の礼拝形式からの伝統を

用いている」。言葉を代えて言うならば、現在、

福音主義派はもうプロテスタントの強い信仰を

持っておらず、中世におけるカトリックの儀式

偏重に戻ってしまっているということなのです。

これは法王制がすべての教会を支配する権利を

取り戻すための計画に全く好都合なのです。新

興教会運動は、一歩一歩教会をローマに戻すた

めの導き手となっています。彼らはまた、今世

紀初頭の神秘主義者や修道僧たちにおもきを置

いています。福音主義派間での新興教会運動や

霊性形成の思想家、そして計画の立案者である

ロバート・ウェバー (Robert Webber) は、彼の著

書「古代—未来信仰」で公然と古代の信仰を認め、
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それを実施するよう教会に呼びかけています。

その古代の信仰というのは、使徒時代の初代教

会の信仰ではなく、２〜４世紀において行われ

ていたローマ・カトリックの神秘主義のことを

言っているのです。彼は次のように言っていま

す。「霊の糧の第一のよりどころは聖書である。

しかし、我々は今、聖書に対する愛着によって

神秘主義や、それらの活動をあえて避けるよう

なことがないように・・・ますます人々は、神

秘主義の偉大な働きに立ち返っている。リチャー

ド・フォスターは、アウグスティヌスの告解を

回復させるよう我々に呼びかけている」（Robert 
Webber, Ancient-Future Faith ,Baker Books,1999 ,135)。
ロバート・ウェバーは、多くのローマ・カトリッ

ク神秘主義者たちの著書を推薦しており、これ

らの神秘主義者の業を学ぶことなしには、あな

たの霊の生活は十分ではない、そしてあなたは

ただ聖書だけでなく、彼らを通して神を理解す

ることができる、また、福音主義派たちは、ロー

マ教皇の教えと権威の下で一致を求めなければ

ならないと言っています。

ダン・キンベル (Dan Kimball) は、「新興教会」

という本の中で言っています。「新興教会の文化

の中で、暗闇は霊性を象徴している。これはカ

トリック教会や、正教会をはじめとし、仏教の

寺院でも見られる。暗闇は何か重大なことが起

こっていると我々に伝えている」。想像してみて

ください！暗闇が霊性を象徴している？私はこ

れを暗黒の霊（サタン）と呼びます！「未熟な

古代の礼拝形式に戻ることが、現代新しく、最

先端だとも言われていることは何と皮肉なこと

だろう。私はただ、教会が存在してきたのと同

じように、これまであった古い形式に戻ろうと

しているだけなのだ」（Dan Kimball, The Emergent 
Church, Zondervan, 2003)。彼の言う古代の礼拝形

式とは、もちろん神秘主義のことです。サドル

バック教会のリック・ウォレンもこの本の前書

き、そして全体にコメントをすることで、彼の

思想に大きな支持を表明しています。

「ポストモダン主義者たちは、すべての感覚を

使ってキリストと出会うことを好んでいる」。ル

ター派刊行誌の中で、ジュリー・セービングは

言っています。「これが伝統的な礼拝形式と瞑想

的礼拝をすることの魅力の一部だ。それは香や

ろうそく、手で十字の形を切る、パンとぶどう

酒の匂い、イコン（聖像）に触れることや、油

を注がれることである」。すべての新興教会支持

者たちが、これらのローマ・カトリック礼拝で

の儀式を支持し、行っているわけではありませ

んが、その方向に傾いているということが気づ

かれないままであってはなりません。これらの

ローマ・カトリック制度で使うろうそく、香、

暗闇、復唱、そしてその他の視覚、聴覚に訴え

るものが、礼拝を非常に経験的なものにしてい

ます。あなたはこれらの儀式はただの形式ばっ

たもので、何の魅力もないとお考えでしょう。

けれどもこれらの感覚に訴える儀式や飾り物な

どが、罪の呵責から解放され、神との体験を望

んでいる人々にとっては、神につながる方法だ

と考えているのです。これらの儀式や感覚的な

ものが、聖書とキリストにある信仰に置き換え

られてしまっています。新興教会は現在、古代

儀式にロックミュージックやその他の現代的な

出し物を合わせることで、空虚な礼拝に飽きた

人々に神との一致の体験を提供しているのです。

福音主義者たちは、徐々にローマ・カトリッ

ク信仰を容認させられています。しかしながら、

リック・ウォレンをはじめとする他の新興教会

の指導者たちは、この接近に危険を認めていま

せん。新興教会運動の背後にある本当の計画は、

あなたをローマ・カトリックの著者、神秘主義、

修道士がおこなっている瞑想的祈りや儀式、霊

の指導者への服従そしてローマ・カトリックの

信仰へと直接に導くことです。指導者の中には、

このムーブメントに何が関わっているのか全く

気づいていない人たちがほとんでありましょう。

しかしながら、少しの努力と信頼できる情報源

から調べることによって、新興教会運動、霊性

形成がどのようなものなのかということがすぐ

に理解されるはずです。

イグナティウス・ロヨラの修行方法
霊性形成は、イエズス会の創設者であるイグ

ナティウス・ロヨラによって、会の修業方法と

して考え出されたものです。これは（見習い僧

として知られている）若いイエズス会員の心を、

 エマージング・チャーチ　　
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　　  エマージング・チャーチ　　

目上の人に屈服させるために訓練する複雑な方

法でした。上司による霊的指導によって、若い

修道士を目上の人の命令に従順に服従するよう

にさせました。これらのすべてのことが、霊性

形成で行われることの中に含まれているのです。

福音主義版ともいえる霊的指導では、霊の指導

者と指導される側との間に同様の関係をつくり

ます。霊の指導者の下にある人は、指導者が彼

らにするように言われることすべてに従うよう

になるのです。影響力の強い霊性形成の促進者

であるリチャード・フォスターは次のように言っ

ています。「孤独、沈黙、瞑想、断食のようなそ

れほど一般的に行われていない（宗教の）活動、

そして他の人々の意志に服従することは同様に

適切なことであり、実際のところ霊性形成のた

めには更なる土台となるものである」（Richard 
Foster、Heart to Heart：A Pastoral Letter from Richard 
Foster、May 2003)。霊性形成の訓練において、神

に近づく最善の方法は、他の人々を通してだと

教えられます。つまり我々は見習う他の人々が

いるときだけ、霊的に成長することができると

いうことです。見習う人がキリストに入れ替え

られており、またこれもローマ・カトリックの

原則です。

最近になるまで霊性形成は、主にローマ・カ

トリック、そしてイエズス会の一部で行われて

いました。けれども過去数十年の間に、霊性形

成の原理は福音主義教会の主流に入り、現在そ

れらは神の教会に津波のような勢いで入り込ん

できているのです。今日、あなたが霊性形成を

奨励し、それについて語っている人々の話を聞

くときに、彼らはあなたを引きつけるようなと

ても魅力的に聞こえる言葉を使います。彼らは

キリストにある成長について語ります。また彼

らはデボーション（個人的な礼拝）、聖書研究、

祈り、瞑想ということについて語るかもしれま

せん。これらはクリスチャンの成長には重要な

ものだとすべての人によって認められています。

我々すべての人は、聖書を研究し、祈り、そし

てキリストを瞑想することが必要です。しかし

ながら霊性形成の促進者は、これらを違った方

向で語っているのです。

瞑想的祈り（Contemplative Prayer）

霊性形成において、とても重要な要素になっ

ているもののひとつに「瞑想的霊性（Contemplative 
Spirituality）」があります。他にもこれに関連して

いるものに「瞑想的祈り（Contemplative Prayer）」、
「センタリングの祈り（Centering Prayer）」( また

は向心祈祷、集中的祈りなどとも呼ばれている）

などといったものがありますが、これらは本質

的に同じものです。これらはニューエイジで行わ

れていること、そして数百年にわたってローマ・

カトリックの修道士たちによって教えられてき

たことが、混じりあっているもの以外の何もの

でもありません。「センタリングの祈り（Centering 
Prayer）とは障害となっているものを減じるため

の訓練である。・・・神聖なひとつの言葉を（反

復するために）選びなさい。２０分から３０分は、

ほとんどの人が内面の静寂を作り出すために最

小限必要とする時間である」（Thomas Keating, 
Open Mind、Open MyHeart、 Continuum International 
Publishing Group, 2006)。これは他の言葉で言うと、

自分が神と一致しているという感じになるまで

思いを集中させるために、宗教的、又は聖書の

言葉（何の言葉でもかまわない）を単に繰り返

すのです。イエス様は、祈りは単純率直で、神

様を我々の父とし、友とみなして祈るように教

えられました。そして特に、無駄で無意味な繰

り返しをしないようにと言われました。「また、

祈る場合、異邦人のように無駄な繰り返しをする

な、彼らは言葉かずが多ければ聞き入れられる

ものと思っている」（マタイ６：７下線部英文訳）。

また彼の言う内面の静寂は、思想そして散漫な

心を空にする神秘主義的ニューエイジの概念で、

言葉を繰り返す（マントラ）ことによる自己催

眠を通してそこに達するのです。催眠といって

も意識がなくなるわけではなく、脳内を霊の世

界と交流を持つことができるアルファ波で満た

すことが目的です。それはサタンの合理化した

考えに前頭葉を迂回させ、潜在意識下に直接行

くように許可をしていることなのです。皆さん、

一体何が起こっているのか理解していますか？

真摯なクリスチャンたちは、サタンの世界に直

接連なり、自分自身をサタンに明け渡してしまっ

ているのです！ところでこの神秘主義的体験は、

私たちのとても身近なところで行われています。

たとえばヨガをはじめとする健康増進やリクラ
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イゼーションのための方法、自己開発のための

ビジュアリゼーション（時にイメージ療法など

と呼ばれる）、アファメーション（自己暗示の方

法）などはほんの一例です。これらは表面上全

く無害に見えますが、危険なものです。

バチカンもまた、瞑想的祈りを推奨していま

す。下記はローマ・カトリック書からの引用です。

「たとえば第二バチカン会議では、聖職者であっ

ても一般の人であっても、自由の新しい感覚そ

して霊的再生の望みを与えた。センタリングの

祈り（Centering Prayer）、そして瞑想は、多くの

クリスチャンにとって、より深い祈りの生活を

取り入れることの助けとなった」（James Arrsj、
From St.John of the Cross to Us、James Arraj、 1999）。
このバチカンによって支持され、また多くの宗

派、特に新興教会運動に関わっている人々によっ

て行われている瞑想的祈りは、東洋の神秘主義

と、ローマカトリシズムが一体化するために考

案されました。リック・ウォレンも彼の著書「人

生を導く５つの目的」の中で、この祈りの方法を、

それとはわからないように推進しています。

理解していただきたい重要なことは、神秘主

義的ニューエイジの瞑想と真のクリスチャンの

瞑想とは全く異なっているということです。真

の瞑想とは、神を信じる者の心が、真理で満た

されることを求める活動的な思考の過程です。

私たちが空にするのは自己であって、思考を停

止して心を空にすることではありません。それ

は神の言葉を熟考し、神が聖霊によって「あら

ゆる真理に導いて」（ヨハネ１６：１３）くださ

ると約束された神に祈ることです。クリスチャ

ンの瞑想の結果は、必ずみ言葉の教えと一致す

るはずです。

神の教会内における実例
悲劇的なことに、この世に警告を発する代わ

りに、セブンスデー・アドベンチスト教会内に

も心霊術が持ち込まれています。一部の我々の

学校の教師、チャプレン、指導者たちは、瞑想

的心霊術を学ぶ学校で訓練を受けていることを、

今や秘密にされることはなくなりました。また

我々の教会が開催するある全国集会においても、

牧師たちの学びのために、神秘主義者たちを講

師として招いていることも、もはや秘密ではあ

りません。オハイオ教区が主催しているこの集

会（http://sdapartnersininnovation.org/）は毎年開かれ、

アンドリュース大学などが支援しています。

あるとても有名なテレビ伝道番組は、クラスや

セミナーを通して霊性形成を教えています（預言

の声 http://www.vop.com/article.php?id=171）。もと

もとのそのクラスの名称は「霊性形成」でした

が、多くの人々がその名に否定的な反応を示し、

そのクラスがイグナティウス・デ・ロヨラやイ

エズス会の教えと関連しているのかとの疑問が

起こされた時に名称が変えられました。新しい

名は「ジーザス１０１」となり、副題も、イエ

スにある成長や弟子の訓練などと、かなりごま

かされた総括的な名称になりました。けれども、

このコースの背後にある本当の意図は、霊性形

成なのです。偶然にもこのテレビ伝道局が提供

しているオンラインコースの記述が、福音主義

エキュメニカル機関であるウェスリアンノース

イースタン神学校が提供している霊性形成のプ

ログラムと（ある程度修正はしているものの）

ほとんどと同じなのです。それは今、まるでキ

リストの生涯を学ぶコースであるかのように見

せかけ、これらが聖書に忠実なプログラムであ

ると参加者を安心させるために多くの聖書の教

材を使います。この変装した霊性形成の学びに

気づかない多くの魂は、このテレビ局にとても

忠実に献金をしています。なぜなら彼らは、今

は亡き創設者と彼らのメッセージに感謝してい

るからなのです。

ラシエラ大学は、校内祈祷週の講師として、

また礼拝のスピーカーとして、トニー・カンポ

ロ（Tony Campolo) を何度か招いています（Adventist 
Today March,April 1996 vol5,no2）（http://www.lasierra.edu/index.  
php?id=1636）。彼はセンタリングの祈り、マントラ、

カトリック神秘主義、特にイグナティウス・デ・

ロヨラを推奨しており、プロテスタントの宗教

改革は、カトリックの真理をあまりにも置き去

りにしてしまったと言うクエーカー神秘主義者

です。またパシフィックユニオン大学も、祈祷

週のスピーカーとして元カトリック司祭である

ブレナン・マニング（Brennan Manning) を招い

ています。彼は、処女マリヤ、キリストがはり

 エマージング・チャーチ　　
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　　  エマージング・チャーチ

ついたままの十字

架、ロザリオ、法

王をとても重要視

しており、どのよ

うな形でも神の律

法、基準に服従す

ることに強い反対

を述べる著名な著述家です。

「祈るときはただ神について

考えるのをやめなさい、そう

すればあなたは神の偉大な

静寂の中に入ることができ

る。ただひとつの神聖な言葉

をゆっくり、たびたび繰り返

しなさい」(Brennan Manning、
The Signature of Jesus、 Multnomah Books、 p145) と

教える神秘主義促進者でもあります（Adventist 
Today March,April 1996 vol5,no2 and PUC Campus 
Chronicle,Feb/1996)。その他のアドベンチスト内の

大学においても、メガチャーチの神秘主義を奨

励する牧師を招き続けているため、現在それを

阻止するための署名運動に発展しています (http://
keepnotsilent.com/)。これらは、何の疑いもない柔

軟な心の若い青年たちに、大きな影響を与えて

います。

ミシガンにあるアンドリュース大学では、神

学部の博士課程で霊性形成を教えています。博

士号を取得するためのある一つの集中講座は、

この大学の神学部から提供されています。（http://
www.andrews.edu/sem/dmin/concentrations/discipling/
discipleship__brochu.pdf）

そのクラスの教師の一人は「飢え , あな

た の 魂 の あ こ が れ の 発 見（Jon L. Dybdahl、
Review&Herald 2008) 」という題名の本を出版し、

教科書として使用しているようですが、アドベ

ンチストブックセンターでも販売されています。

彼はその本の中の推薦図書として、多くのロー

マ・カトリックの著者、東洋の神秘主義者、福

音派新興教会著者たちの書籍を挙げています。

それには有名なローマ・カトリック修道士であ

り司祭であるヘンリ・ナウエン（Henri Nouwen)、
トーマス・マートン（Thomas Marton)、トーマス・

キーティング (Thomas Keating) その他多くが含ま

れています。彼はまた、聖公会司祭のティルデ

ン・エドワード (Tilden　Edwards) 、神秘主義者

であり、新興教会と霊性形成の指導者ともいえ

るロバート・ウエバー（Robert Webber)、トーマス・

ケリー (Thomas R.Kelly)、クエーカー神秘主義

者のトニー・カンポロ (Tony Campolo)、ま

た彼は、カトリック

の神秘主義者、たと

えばイグナチオ・ロ

ヨラやリチャード・

フォスターの著書を

読むことで、新しく

生まれ変わることが

できると言っていま

す。だれよりも多く

の光を持っているで

あろうクリスチャン

の教師が、なぜ暗黒の会堂から出ているものを

生徒たちに推薦するのか理解に苦しみます。ま

た、黙示録１４章の（バビロンから離れ去れと

いう使命も含まれている）三天使の使命を伝え

ることになっている牧師のための大学の教育課

程の一部に、なぜ霊のバビロンからきているも

のをとり入れなければならないのか、そして神

学部の部長がなぜこのコースを続けることを許

しているのか全く理解できません。

神の教会内に霊性形成運動を入りこませるた

めの架け橋となって大きな役割を果たしている

のが、メガチャーチのリーダーたちです。有名

なメガチャーチのひとつであるウィロークリー

ク・コミュニティーチャーチは、2007 年のウィ

ロークリークニュースに「霊性形成の再発見」

と題する記事を載せ、修道院グループや、新興

教会に肯定的意見を書いて、霊性形成は、ウィ

ロークリークにおけるミニストリーだと言って

います。ウィロークリーク教会における霊性形

成の指導者のミンディー・カリガイア（Mindy 
Caliguire) は、魂のケア（www.soulcare.com) の

創設者兼会長であり、専門家として多くの教会

や個人に助言、指導をしています。また彼女は

霊性形成同盟の地域理事として働いており、多

くの教会、教育者、様々なキリスト教関係の組

織とネットワークを持ち、霊性形成を取り入れ

たい人々に、助言、勧告を行っています。また、

ウィロークリーク教会のホームページでは、ミ

ンディー・カリガイアの霊性形成セミナーを公

開しています（http://media.willowcreek.org/classes/
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spiritual-practices/practical-introduction-to-spiritual-
formation-part-1/#content）。

これらの霊性形成の教えの大きな脅威は、キ

リストの信者になるためには、あなたはキリス

トをあなたの救い主として受け入れたり、新生

の経験をする必要もなく、だれでも彼らが教え

ている霊の訓練を実行すればキリストのように

なるということです。信者にとってキリストは

救い主というよりも、ただ模範とすべき人になっ

ています。多くの自称新生したクリスチャンは、

内住のキリストがないので、必死にクリスチャ

ン経験を探し求めているのです。そして霊性形

成が、平和と救いの確信を提供してくれる天か

らの贈り物のように見えてしまうのです。

サドルバック教会のリック・ウォレンは、彼

の著書「パーパス・ドリブン・チャーチ」（人生

を導く５つの目的）の中で、神は教会の目を覚

まさせるために、リチャード・フォスター (Richard 
Foster) とダラス・ウィラード (Dallas Willard) の霊

性形成運動をおこされたと書いています。リッ

ク・ウォレンは、福音派が、霊性形成運動に参

加すれば、教会が成熟に至ると信じており、瞑

想的祈りや霊性形成をキリスト教の主流に取り

入れるために多大な貢献をしてきました。新興

教会国際牧師会議ではそのための講演を行い、

また多くの神秘主義者たちを彼の教会に講師と

して招いてます。また彼は、世界的な　「ピー

ス・プラン（PEACE　PLAN）」を作り、同性愛

者、イスラム教徒、ローマ・カトリック教徒な

ど、彼の計画に協力する人たちとは誰であって

も手を結ぼうとしています。2005 年、国連で

の異教徒間祈祷朝食会（United Nations Interfaith 
Prayer Breakfast) において、彼は「ピース・ プラ

ン」について聴衆に語っています。「昨夜、私は

ここニューヨークでの外交問題評議会 (Council on 
Foreign Relations) に講師として招かれ、私たちの

世界的なピース・プランについて話すよう依頼さ

れました。過去２５年間、私は世界中で海外の

牧師、宣教師、祭司たちを訓練し、１６２カ国

で約４０万人の聖職者、牧師たちを育ててきま

した。たぶんあなたの国も訪れていることでしょ

う」。さらに続けて「今朝はひとつの宗教につい

て語ろうとは思いません。いいでしょうか？こ

こはカトリック教徒やプロテスタント、仏教徒、

バプテスト教徒、イスラム教徒、モルモン教徒、

ユダヤ教徒などの人たち、またおそらく無宗教

の人たちがいます。私はそれぞれの宗教背景に

は興味がありません。なぜなら神は私たちにひ

とつの宗教を持たせるために宇宙を作ったので

はないからです」（United Nations, Interfaith Prayer 
Breakfast, September 2005, transcribed from the audio 
of Rick Warren’s message available at Lighthouse Trails 
Research Project, at http://www.lighthousetrailsresearch.
com/newmissiology.htm)。

また彼は別の場所でも、宗教間の一致を強調

しています。「アメリカ人の２５％は基本的にカ

トリック教徒で、またアメリカ人の２８％から

２９％は福音派なので、それらを合わせると過

半数と呼べる。・・・福音派プロテスタントとカ

トリック教徒の間で発達しつつあるこの協調を

皆に見てほしい (Myths of the Modern Mega-Church, 
May 23,2005）。

このように新興教会運動は、誤った教義であっ

ても偽りの宗派であっても、体験によって一致

できると教えていますが、彼らが敵視している

クリスチャンたちがいます。トニー・カンポロ

は、「終末時代の諸事件や再臨を強調する人々

は、非常に有害な結果をもたらしている」（Tony 
Campolo、 Speaking my mind p209、211) と 言 っ て

おり、リック・ウォレンも「もしイエス様に

早く戻ってきてほしいのなら、（聖書の）預言

を理解（または解読）しようとするよりも、あ

なたの使命を成し遂げることに焦点を当てなさ

い」（Purpose Driven Life p286　日本語版の「人生

を導く５つの目的」ではここの部分を、「将来

のことについてあれこれ詮索するな」と変えら

れています）と言っています。リック・ウォレ

ンは、これらの根本主義クリスチャンはイスラ

ム根本主義者と同じように２１世紀最大の敵の

ひとつであると言っており (Paul Nussbaum, The 
Purpose Driven Pastor, Philadelphia Enquirer、Jan. 8. 
2006)、彼らは恐怖によって動かされ、律法主

義的でキリスト教の狭い見方だと言っています

(Myth of the Modern Mega Church,5/23/2005)。彼の

言う根本主義者とは、聖書を文字通り信じるク

リスチャンのことなのです。次は、リック・ウォ

レンへのインタビューの一部です。「『これらの

ことをひとつにまとめると、教理は重要になら

エマージング・チャーチ　　　
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ない、重要ではないと言いたいのですか？』　

『いいえ違います。これはアウグスチヌスの言っ

ていたことだと思います。「本質的なものには一

致を、本質的でないものには自由を、そしてす

べてのものに慈善を」。そしてそれが礼拝、交わ

り、弟子の訓練、奉仕、伝道の五つの聖書的目

的だと思うのです。すべての人がこれに同意し

ます』」(Rick Warren "What a purpose driven church is 
not" 5/25/2005)。彼にとって本質的なものは、礼拝、

交わり、弟子の訓練、奉仕、伝道であり、教理

は本質的でないということです。

古代イスラエルの人々は、今日の我々の教会

と同じように、彼らを取り囲んでいた異教の信

仰、習慣を真似し習いたいという誘惑にいつも

直面していました。そのようなイスラエルの人々

に、神様は声高く次のように言われましたが、

これは同時に我々に対する訴えでもあります。

「あなたはみずから慎み・・・彼らにならって、

わなにかかってはならない。また彼らの神々を

尋ね求めて、『これらの国々の民はどのようにそ

の神に仕えたのか、わたしもそのようにしよう』

と言ってはならない。あなたの神、主に対しては、

そのようにしてはならない・・・あなたがたは

わたしが命じるこのすべての事を守って行わな

ければならない。これに付け加えてはならない。

また減らしてはならない」（申命記 12：30-32）。

三者の結合
皆さん、霊性形成そして新興教会運動は、我々

のための神のご計画ではありません。これらはロー

マ・カトリック教会、古代神秘主義、そしてニュー

エイジと深いつながりを持っているのです。聖書

は三者の結合が作られると言っていますが、今ま

さしくこれが起こっているのです。これらの三

者とは背教したプロテスタント教会、心霊術、

そしてローマ・

カトリック教会

です。以下は皆

さんがよくご存

知の言葉です。

「新教教会が手

を伸ばし、深淵

の向こうにある

ローマ教会の権

力の手をとり、奈落の向こうにある心霊術と握

手しようと手をのばす時、また、この三者の結

合による勢力下に米国が新教共和国体制として

の憲法の原則をことごとく放棄し、ローマ法王

の偽りと惑わしの普及に道を備えるその時こそ、

我々は、サタンの驚くべき働きがやってきたこ

と、また、世の終わりの近いことを知るのであ

る」（5T 451）。この三者の結合は、新興教会運動、

エキュメニュカル運動、霊性形成運動を通して、

我々の目の前で作られています。そしてこの預

言された結合に対して、神のメッセージは何と

正確な事かと驚きます。以前のプロテスタント

教会は、現在、教皇制の欺瞞をすっかり取り入

れ、霊性形成、新興教会を通して、心霊術とカ

トリシズムとの強い絆を作ってしまいました。

そして彼らは共に、この世を神の律法をめぐる

最終的な戦いに備えるために協力して働いてい

るのです。最後の世代である神の民のだれもが、

このムーブメントに関わるということは決して

あってはならないことです。牧師たち、指導者

たち、そして教団は、確実にこれらからきっぱ

りと遠ざかっていなければなりません。またこ

れらのムーブメントが、我々の使命と調和して

いるかのように勧めてはなりません。それは欺

くことです。私はだれかの心を傷つけようとし

たり、動機を裁くつもりは全くありません。け

れども神の言葉の権威に基づくと、これらが誤

りであり、汚れた泉から来ていることがわかり

ます。

ゴスペルヘラルド（3/1/1901) の言葉に目を向

けてください。「霊的な助けを人間に依存しては

いけません。肉をあなたの頼みとする誘惑に抵

抗しなさい。子供が地上の父親を見るように神

を見なさい。彼があなたを愛し、彼が約束され

たようにあなたを助けてくださることを信じな

さい。もしあなたが信じるならば、あなたは確信、

信頼、よりどころ、そしてあふれるばかりの祝

福を得るでしょう。なぜならキリストがあなた

の信仰の土台であることにあなたは気づくから

です」。

皆さん、キリストと聖書以外による霊の指導

は必要ありません。あなたの神の言葉に対する

生きた信仰以外には霊性形成なども必要ありま
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せん。言葉の繰り返しや愚かな儀式ではなく、

み言葉を開くときに、聖霊が瞑想と祈りの生活

に導いてくださるはずです。我々は霊感を受け

た神の言葉を読む代わりに、バビロンの汚れた

泉のものをわざわざ読む必要はありません。次

の勧告は、牧師への証からの引用です。「多くの

者が、サタンの忌まわしいたいまつで点火され

た偽りの預言の光をその手に持って、我々の説

教壇に立つであろう。もし疑いと不信が大切に

されるならば、忠実な牧師たちは非常に多くを

知っていると考える人々から取り除かれるであ

ろう。『もしお前も』とイエスは言われた。『こ

の日に平和をもたらす道を知ってさえいたら！

しかし、それは今おまえの目に隠されている』」

（p409-410）。

「教会と法王教の距離を縮めるのは、背教する

教会である」(Signs of the Times, 2/19/1894)。

愛する皆さん、我々はローマに戻ってはいけ

ません。我々はローマとの距離を縮めるのでは

なく、できる限り広げていなければなりません。

人間的で無益なもののすべてに背を向け、比類

のないキリストの麗しさを眺められますように

願っています。

「シオンの城壁の上に立っているべき見張りは

どこにいるのか。見張りは眠っているのか。こ

の土台は働き人である主によって建てられ、い

かなる嵐にも耐えるものだ。彼らはこの男 (教会

内で神の言葉の真理の土台を崩そうとしている人）

が神の民の歴史を否定する教理を述べるのを許す

のか。決断して行動する時が来ている」（セレクテッ

ドメッセージⅠ p275）。

エマージング・チャーチ　　　

Topics

日本の弱小教会を翻弄させる非聖書的人間主導型世俗化教会の主導者たち

経営学 ､心理学から伝道拡大というが…？

｢この世のやり方によって教会を経営する牧師は当然この世の経営者のようになる。

つまり教会員の上に君臨し、自分の王国の拡大と維持のために奉仕させ、献金させる。

しかし、注意してほしいのは、イスラエルにおいてそれを最初に求めたのは王自身ではなく民の方であっ

た。皮肉なことに民の要求が強権的な指導者を作り上げてしまったのだ。カルト化した教会の問題につい

て一概に指導者だけを責めるわけにはいかない。カリスマ的独裁的指導者を生み出す温床は教会員たちの

心の中にある。｣

｢ 政治は数であり、数は力、力は金だ」とは田中角栄の言葉である。教会が大きくなると「数の論理」

で牧師は力を内外に誇示するようになり、次第に金に執着するようになる。そして女性問題もつきものだ

と指摘されている。（インターネットより）

さまざまな教会成長論（Church growth movement）の波が入れ

代わり立ち代わり日本のキリスト教界に押し寄せてきている！

Peter Wagner
(ピーター・ワグナー）

John Wimber
(ジョン・ウィンバー）

Robert Schuller
（ロバート・シューラー）

Bill Hybels
（ビル・ハイベルズ）

Rick Warren
(リック・ウォレン）

米国最大の教会、ジョエル・オー

スティンのレイクッド教会

レイクッド教会5万人、

チョ・ヨンギの教会83万人
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経済危機

今回のテーマは、「経済が日曜休業令の舞台設定

をする」というものです。日曜休業令というのは、

経済に関する迫害ですよね。もし私たちが神に忠

誠を尽くし、神の戒めを守ることを選ぶならば、

売り買いをすることが禁じられてしまうわけです。

そこで私たちは、詩篇 121 篇 1 節と 2 節の祈りを、

私たちの祈りとすべきであります。「わたしは山に

向かって目をあげる。わが助けは、どこから来る

であろうか。わが助けは、天と地を造られた主か

ら来る」。私たちは、神のご臨在、神の助けという

ものを身近なものとしておかなくてはいけません。

食べ物を含む経済的支援だけでなく、世的な支援

がすべて絶たれる時に、私たちは神様だけに信頼

を置くということを学んでいなくてはいけないわ

けです。私たちがこれまで信頼を置いてきたもの

が、すべて当てにならなくなる時がやってきます。

ヤコブの手紙 5 章というのは、特に最終時代に

生きている人たちのための章であります。1 節を見

ると、「富んでいる人たちよ、よく聞きなさい。あ

なたがたは、自分の身に降りかかろうとしている

災いを思って、泣き叫ぶがよい」とあります。3 節

を見ると、「金銀はさびている」とあります。どう

いう意味でしょうか？金銀がさびるということが

あるのでしょうか？金銀は通常さびないので、貴

金属として重宝されているわけですね。これは金

銀の価値が下がるということです。なぜでしょう

か？金銀を食べることはできません、飲むことも

できません。最終時代に食物と水が、本当に得に

くくなってしまうのです。この経済が盛況な時代

に、多くの人たちは金を買い求めます。そういう

人たちは、ヤコブ書 5章 3節を読むべきであります。

「そのさびの毒は、あなたがたの罪を責め、あなた

がたの肉を火のように食い尽くすであろう」とい

うことの意味を、まだ悟っていないわけですから。

自分たちが生涯をかけて蓄えてきた富を失うがた

めに、多くの人びとが激しい苦しみに遭います。「あ

なたがたは、終わりの時にいるのに、なお宝をたく

わえている」。まさしく 3 節にあるように、終わり

の時について述べられている章なのです。6節には、

「そして、義人を罪に定め、これを殺した。しかも

彼は、あなたがたに抵抗しない」とあります。多

くの金持ちたちは、自分たちの富を蓄えるにあたっ

て貧しい人たちを利用し、義人たちを罪に定めて

殺す、というようなことをしてきました。そして、

最終時代に必要な忍耐については、7 節に書かれて

います。前の雨と後の雨が出てきますね。そして 8

節にはキリストの再臨について述べられています。

ですからヤコブ書 5 章は、最終時代に住んでいる

私たちのために書かれているものなのです。

初めに、米国の経済状態についてお話ししたい

と思います。なぜそうするかと言いますと、終末

における聖書の預言の中心が、アメリカ合衆国だ

からであります。かつて、聖書の預言の中心はエ

ルサレムでした。現代においては、アメリカ合衆国

が中心なのです。ですから、米国の経済状態を理

解することが肝要になっているわけです。まずア

メリカ合衆国において、獣の刻印が強制されます。

使徒ヨハネは、黙示録の幻の中で、アメリカ合衆

国の運命について見せられます。小羊のような角

を持つ獣、小羊のような獣とは、アメリカ合衆国

のことですけれども、その獣が、先の獣、つまりロー

マ法王教の持つすべての権力を働かせたと書かれ

デイビッド・カン

Watch

　　　経済危機
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ています。そしてアメリカが、ローマ法王教を拝む

ように全世界に働きかけるわけです。ですから私

たちは、この国に注意を払う必要があるわけです。

アメリカ合衆国は、小羊のような角を持つ獣とし

て描写されています

ね。アメリカにしか

いない動物というの

がいます。それはア

メリカバッファロー

という動物です。興

味深いことに、アメ

リカバッファローの

赤ちゃんを見ると、

子羊にそっくりなの

です。もしかしたら、

ヨハネが幻に見た小

羊のような獣という

のは、アメリカバッ

ファローの赤ちゃんの姿だったのでしょうか。も

ちろん使徒ヨハネは、そのような動物を見たこと

がありませんでした。小羊のような獣なんですけ

れども、実は違う

わけです。ですか

ら彼は、小羊のよ

うな獣と言ったの

ではないでしょう

か。歴史的にみる

と、アメリカ合衆

国は 1776 年に起こ

りました。法王教

が致命的な傷を受

ける直前の時代でした。そしてその時に、黙示録

17 章の、第 6 の王が起こったわけです。聖書の中

にはっきりと、アメリカ合衆国が預言されている

ということが分かります。これが、後に龍のよう

に物を言う、第 6 の獣であります。この聖書の預

言に出てくる最後の獣が、全世界に獣の像を拝ま

せようとするわけです。ですからアメリカ合衆国、

特にその国の経済について、皆さんに注意を払っ

ていただきたいのです。

2008 年にサブプライム・ローン危機というのが

起こりましたが、それはどういったものでしたか？

2003 年から 2007 年頃にかけて、米国は外国との

貿易において、多大な赤字を抱えていました。な

ぜでしょうか？アメリカの企業が自分たちの工場

とか会社を、中国とか台湾といった、外国にどん

どん建てていたからです。アメリカで人を雇うと

お金がかかるので、国外に出て外国人を雇うわけ

です。そして、比較的貧しい国々で、安い賃金で

生産させて、アメリカに輸入するわけです。例え

ば、1 足の靴を作るのに、米国内で作ったら 10 ド

ルかかるとします。ところが中国で作ったら、1 足

につき1ドルしかかからないとしたらどうですか？

それなら安い賃金で済む場所を選びますよね。そ

ういうことが、実際に起こったわけです。そして、

この貿易赤字が重なって、大きな負債へと膨れ上

がっていったわけです。しかし一方で、中国は、

アメリカとの貿易で大儲けをしたんです。メキシ

コも大儲けをしました。インドも大儲けをしまし

た。イギリスも、ドイツも、日本も含め、韓国も、

アメリカとの貿易において黒字になったわけです

ね。アメリカとの貿易で、多くの国が富を得ました。

皆さんもご存知でしょうが、日本は、アメリカの

おかげでお金持ちの国になりました。アメリカに

たくさん物を売ってなければ、これほどの富は築

けなかったはずです。アメリカとの貿易によって、

中国もお金持ちの国になりました。韓国も自分た

ちの作った物をアメリカに売って、お金持ちにな

りました。多くの国において、そういうことが起

こりました。しかし、アメリカ人は頭がいいんです。

こういうことを言いました。私たちのおかげでいっ

ぱい儲けたでしょう。じゃあ、あなたたちの儲けた

お金を私たちの市場に投資しなさい、と。いずれに

しても、米国市場というのは、お金を投資するの

に一番いい市場だったので、多くの国々が、儲け

たお金を米国市場に投資して、米国経済がうるおっ

2008 
Subprime
Mortgage 
Crisis 

経済危機　　　
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ていきました。アメリカの不

動産や株や国債や、いろんな

ものにお金を投資していった

わけです。そしたら、アメリ

カの銀行にたくさんのお金が

入ってきました。そして、ア

メリカの中央銀行は、それを

ほかの銀行に貸し出しするに

あたって、利子を低く抑えたんですね。こうして、

アメリカの銀行にお金がどんどん入ってきました。

お金が貯まってきました。それを使わなくてはい

けません。銀行はどうやってお金を儲けるんです

か？企業や個人にお金を貸し出して、その利子で

儲けるわけです。

「銀行とは、免許を持った強盗である」と、ある

人たちは揶
や ゆ

揄しています。強盗免許といったとこ

ろでしょうか。通常、銀行は、信用できる個人や

会社にお金を貸し出します。しかし、そうした後

でもまだ、いっぱいお金が残っていました。さら

に儲けるために、手元のお金を使おうと思ったわ

けです。そこでサブプライムと呼ばれる人たち、

つまり上流〔プライム〕ではない、下層階級を含

む中流以下の下位〔サブ〕の人たちに、お金をど

んどん貸し出すようになっていきました。安い利

子でお金が借りられることになったので、たくさ

んの人たちが銀行からお金を借りるようになりま

した。そのお金で土地を買ったり、家を建てたり

したわけです。あまり銀行の信用を持っていない

人でも、「いいですよ」と貸してくれたわけです。

これは、ある意味で悪い投資の方法でした。そ

して、こういう人たちが銀行からどんどんお金を

借りて、なんでもかんでも買っていったわけです。

需要が高くなると、不動産の価値がぐんと上がり

ますよね。ロサンゼルスとかニューヨークの辺り

では、住宅の価値がぐんと上がりました。そして、

この土地にお金を投資すると儲かるぞ、とか、あ

そこにお金をつぎ込んだら儲かるぞ、ということ

になり、住宅や土地などの不動産に、人々がどん

どんお金を投資するようになっていきました。そ

したら、突如としてあることが起こりました。そ

のサブプライムの人たちは、ローンが払いきれな

くて破産宣告の状態になりました。投機に失敗し

たり、失業したりして、とうとうローンが払えな

くなって破産宣告をするわけです。1 人、10 人、

1000 人、1 万人、100 万人、何百万人という人たち

が破産宣告をしたら、当

然、問題になりますね。

そういった大勢の人た

ちが、借りたお金を銀

行に返済することができ

なくなりました。もう払

えないから、抵当の家を

持っていってくれという

ことになりましたが、何

百万もの家庭がこのよう

な形で破産したために、

バブルでどんどん上がっていた土地の値段が、突

然暴落したわけです。それに巻き込まれたのが、

信用の高い、プライムと呼ばれていた人たちでし

た。結局、彼らも大損をしました。アメリカでは、

誰もがローンで家を買います。15 年、20 年、30 年

払いといったローンを組むわけです。ローンの支

払いができなくなって仕方なく家を売っても、家

の価値がぐんと下がってしまったので、不動産を

売り払っただけでは完済できず、残りの借金を支

払うには全然足りません。例えば、銀行から 75 万

ドル借りたのに、家の価値が 40 万ドルに下がって

しまった。そしたらローンを払う意味が無くなる。

何の儲けにもならないどころか、借金地獄に陥る

危険が出てきました。こうなってはたまらん、と

いうわけで、みんなが一気に家を売りに出したん

です。

バブルが弾けて、住宅の価値が大暴落したわけ

です。同時に株価も暴落しました。こういったこ

とが 2008 年に起こったわけですが、今年になって

も株価は下げ止まらず、投資した人たちは何兆ド

ルというお金を失いました。特に、老後のために

蓄えたお金を失ってしまった人たちが大勢いまし

た。その結果、多くの、本来なら引退すべき人た

ちが、引退できなくなってしまいました。

これがアメリカ政府にとって、いま大きな重荷

となっています。このアメリカでの危機が引き金

となって、日本でも、中国でも、韓国でも、ドイ

ツでも、イギリスでも、メキシコでも、大勢の人

たちや企業が大損をしました。なぜでしょう？貿

易黒字で得たお金をアメリカに再投資していたか

らです。

アメリカの銀行の総資産が約 7 兆ドルあるそう

ですが、貸付金総額が約 11.5 兆ドルだそうです。

何かがおかしいですよね。つまり、自分たちの持っ

　　　経済危機
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ていない分まで貸し出してしまったということで

す。その結果、1000 行以上の銀行が閉鎖に追い込

まれました。その巻き添えを食ったのが、それら

の銀行に預金していた人たちでした。滑稽な馬鹿

げた話だと思われるでしょうが、間もなく、それ

が皆さんに起こってしまうんです。例外はありま

せん。すべての国に起こります。避けられない事

態なんですね。ですから今、私たちは、神様だけ

に信頼を置くことを学ばなくてはいけないんです。

このような事態が、間もなく私たちに起こります。

いま現在、アメリカ政府の借金が 14.3 兆ドルあ

るそうです。10 兆ドルがどのくらいか分かります

か？ 100 ドル札を、600 キロメートルもの高さに積

み上げたぐらいです。想像を絶するほどの金額で

す。天文学的な数字ですよね。そして国内の負債

を入れると、年金の基金、それから保険の基金とか、

そういうのを全部入れると 100 兆ドル以上の借金

をしています。つまりアメリカ合衆国政府は、将

来のためにとってあった予算を、今の時点で使い

果たしてしまった、という状態です。これは相当

深刻な問題なのです。じきに、アメリカ中で暴動

が起こります。

そしてアメリカは、そういった事態のための軍

隊を持っています。機動隊のような軍隊です。徴

兵されて、外国で兵役を終えた兵士たちが帰国し

てくると、彼らを集めて別の軍隊を作ります。暴

動鎮圧のための軍隊です。そういった軍隊が、すべ

ての大都市に配置されています。ひとつの都市で

暴動が起きると、そのために備えられた兵士たち

が、２時間でその都市を取り囲みます。なぜです

か？それは、ひとつの都市で起こった暴動が、ほ

かの場所に飛び火するのを防ぐためなんです。そ

うしたら、誰も街に出入りすることができなくな

ります。もし都会を出なくてはいけないという事

態になったら、2 時間以内に出なくてはいけないわ

けです。アメリカでは様々な場所で、収容所みた

いな施設が作られています。現在は空っぽなので

すが、そういった施設は、あちらこちらで多く作

られています。

私が住んでいる所から 3 時間ほど南に行きます

と、遺体を入れる棺桶が 100 万個ぐらい置かれて

いる場所があります。木製でも金属製でもなく、

プラスチック製なんですね。このような棺桶が、

広大な場所にいっぱい積まれています。なぜだと

思いますか？近い将来、自然災害、あるいは暴動、

あるいは内戦といった事態において、大勢の犠牲

者が出るということを、米国政府は想定し、備え

をしているのです。

皆さんを怖がらせるために、このようなことを

言っているのではありません。私たちは、恐怖心

によってイエスさまに近づくことはできませんか

ら。いま現在、世界で実際に起こっていることを、

申し上げているだけです。そして皆さんには、時

が本当に短いということを知っていただきたいの

です。

株式市場についてお話ししましょう。最近、株

価がぐんと下がりました。上のグラフは、1929 年

に起こった株の暴落を表したグラフです。株価は

いったん、どんどん上がっていって、それからぐ

んと落ちていますね。当時、銀行が次から次へと

閉鎖し、預金を下ろすことができなくなりました。

これは、最近の株式市場を表したグラフですけれ

ども、非常に似通っていないでしょうか。まさし

く大恐慌の歴史を繰り返していると言えます。今

すでに大恐慌の段階に入っている、と言っている

経済学者も少なくありません。2009 年と 2010 年に

おいては、救済措置法として、経済を刺激するた

めに、政府がその場しのぎでどんどん紙幣を印刷

してばらまきました。しかし失敗しました。大失

敗でした。BRICS というのは、ブラジル、ロシア、

インド、中国、南アフリカといった国々で構成さ

経済危機　　　
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れている組織ですけれども、こ

れらの国々が、もう私たちは貿

易の時に米ドルを使わないと宣

言しました。イラン、イラク、

ベネズエラも、石油販売の際

のドルの支払受付を拒否しまし

た。これは大問題であります。

2008 年以降、アメリカ中の 567

万戸の家が、抵当権実行の申請

をしているそうです。アメリカ

合衆国の信用格付けはどんどん

落ちてきています。上の図表

を見てください。青い線は米国

民の収入を表しています。ほと

んど変わらないですね。ところ

が収入に比べて住宅の値段はど

んどん上がっていっているのが

分かります。これはおかしな話

です。これはまさに、不動産バ

ブルが起こったことを示してい

ます。アメリカ国民の収入、所

得は増えていっていないのに、

住宅の値段だけがどんどん上

がっていったわけです。第二次世界大戦後、アメ

リカには多くの製造業者がいたので、就職口はい

くらでもありました。だから経済的に落ち込んで

も、すぐに回復することができました。ところが

現在、米国は破産状態にあります。今にも政府が、

破産宣告をしそうな状態です。遅かれ早かれ、ア

メリカは落ちぶれて、発展途上国のようになりま

す。うそではありません。なぜだと思いますか？

アメリカでは、靴でも石けんでも服でもなんでも、

外国で製造されたものが入って来て消費されるの

ですが、輸入品が断たれたら何も得られなくなり

ます。アメリカのお店に行ったら、どの製品を見

ても、中国、メキシコ、インド、日本、韓国といっ

た場所で作られていることが分かります。もはや、

メイドイン USA と書かれた品物は 1 つもありませ

ん。突如として、アメリカではティッシュペーパー

すら買えなくなる状況がやってきます。ですから

私は、最近このように勧めています。ティッシュ

を買っておきなさい。石けんも買っておきなさい。

歯ブラシも歯磨き粉も買っておいたらいいですよ。

米も少しは蓄えておいてください。ナッツとか豆類

も、いきなり店から全部無くなっちゃいますよと。

うそではありません。そういう危機がもう間もな

くやって来ようとしています。

誰かが、「カン先生、終わりの

時代には何も食糧を蓄えてはい

けないと、ホワイト夫人は言っ

ているのではないですか？」と

おっしゃるかもしれません。し

かしホワイト夫人は、恩恵期間

が終了した後の、最後の 7 つの

災害が降り注いでいる時のこと

を言っているのです。下の図は、

アメリカ合衆国の、国家として

の負債を表したグラフですけれ

ども、どんどん積み上がってい

ますね。この赤い部分はオバマ

が大統領になってから積み上げ

られた負債です。

アメリカは本当に大変な状況

です。大インフレが前途に来て

います。現在アメリカでは、い

わゆるコソ泥が、非常に増え

ています。これまで、そんなに

たくさんの泥棒はいませんでし

た。彼らは、食べ物、鉄、銅、

電線まで盗んでいきます。マンホールの蓋やタイ

ヤも盗みます。こういった泥棒が、どんどん増え

ているんです。

比較的、最近の話ですけれども、ニューヨーク

で、ある韓国人の男性が、家から出て自分の車の

ところに行ったら、ひとりの男が彼の車からタイ

ヤを盗んでいました。「私のタイヤだぞ」と言った

ら、泥棒が「後ろの車を使ったらいいよ」と言っ

たそうです。後ろにももう１台、車があることを

知っていたわけですね。ドルの価値がどんどん落

ちてきています。そして国としての借金、負債は

増える一方です。個人所得はほとんど変わってい

ないのに、株価は、どんどん上がっていっていま

すね。いつの日か、ぐんと下がると思いませんか？

必ず暴落します。多くの人たちが大損をするでしょ

う。負債比率、つまり自分たちの収入に対しての

負債額は、どんどん上がっています。負債だけが、

どんどん膨れ上がっているわけです。

ＥＵ（ヨーロッパ連合）も大問題を抱えていま

す。ギリシャ、ポルトガル、アイルランド、また

イタリアやイギリスも例外ではなく、この問題は

ヨーロッパ中に広がろうとしています。どの国も、
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借金苦でほとんど首が回らなくなっています。ヨー

ロッパにおいて、もし 1 つか 2 つの国がデフォル

ト宣言をしたら、ヨーロッパ中に飛び火すること

は必至です。

ＥＵの国々は、IMF（国際通貨基金）やヨーロッ

パ中央銀行から多額のお金を借りているわけです

ね。その借金を支払いきれなくなった状態がデフォ

ルト、いわゆる破産状態です。アメリカでは、金

融の供給が 300% に上がったと言いますが、それは

どういうことかと言うと、どんどんドル紙幣を印

刷し続けているということです。アメリカもヨー

ロッパも、大問題を抱えています。日本も大変深

刻な状態です。今でも頑張っている唯一の国は中

国です。いま現在、中国は 2 兆ドルのアメリカド

ルを保有しています。

しかし中国も難を免れないでしょう。成長しす

ぎたのですね。そして、あまりにも手広く投資し

すぎたんです。日本もかつて経済的に栄えた頃が

ありました。あまりにも多くの金額を、あまりに

も手広く投資したために、大損したことがありま

したよね。今、中国で同じような問題が起こって

います。現在、中国はまだ不動産バブルの状態です。

多くの中国人が、お金を借りてま

で不動産に投資しています。その

やり方は、アメリカ人から学んだ

んですね。アメリカは、すべての

国を侵略してしまったのです。ま

ず初めにコカ・コーラで、それか

らブルー・ジーンズで侵略しまし

た。次に映画で、さらには音楽で、

アメリカはほぼすべての国を侵略

しました。こうして、多くの若者

の思考回路を破壊してしまったの

です。世界中の人が、ピザ、マク

ドナルド・ハンバーガー、ケンタッ

キー・フライド・チキンといった、アメリカの食

べ物ばかり食べるようになってしまいました。旅

行すれば分かります。

どこへ行っても、若者たちはアメリカの食べ物

を食べています。アメリカは、多くの国を文化的

に滅ぼしつつあります。そして国内では、なりふ

り構わず紙幣を刷り続けてきたわけです。その結

果、突如として経済は崩壊してしまいます。その

結果インフレが起こります。1 個のパンを買うため

に現金がたくさん要るようになります。1 枚の郵便

切手を買うのに、たくさんの現金を必要とするよ

うになります。かつてドイツでそういう事態が起

こったために、突如として現れた政党に政治を委

ねることになり、それがヒットラー率いるナチス

党だったわけです。

こういった経済状態、大恐慌が起こったらどう

なると思いますか？人々は安全と平安を失ってし

まいます。すると、何らかの独裁政権を求めるよ

うになります。それしか生き残る道はないと思う

ようになるわけです。犯罪者を抑えるために、そし

て経済活動をコントロールするために、闇市場を

抑え込むために、独裁政権が求められるようにな

るのです。ところが、今度起こる独裁政権は異な

る種類のものになるでしょう。何だと思いますか？

法王教の宗教独裁です。日曜休業令です。「神様が

怒っているから、教会に行きましょう」と。宗教

的に人民をコントロール、支配しようとします。「キ

リスト教の安息日に敬意を表しましょう」と。日

曜日のことですよ。そういった問題は速やかにやっ

て来ることでしょう。ニューヨーク大学のヌリエ

ル・ルビニ教授は、経済の預言者と呼ばれている

人ですけれども、彼は、「間もなく経済の大嵐がやっ

て来る」と言っています。

現在、アメリカ国民の 13% の人

たちが、政府からの食糧援助を受

けています。ヤコブ書 5 章 1 節か

ら 3 節の状況が、現在起こってい

ます。黙示録 13 章の 15 節：「そ

れから、その獣の像に息を吹き込

んで、その獣の像が物を言うこと

さえできるようにし、また、その

獣の像を拝まない者をみな殺させ

た」。私たちは額に生ける神の印を

受けます。心から理解して自ら屈

服するわけですね。獣の刻印も似

経済危機　　　
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たようなものです。その状況を理解した上で、そ

れを受け入れてしまうのです。

しかし、さらに多くの人たちが、右手に獣の刻

印を受けることになります。多くのセブンスデー・

アドベンチストの人たちが、右手に獣の刻印を受

けるはめになります。私がそう言っているのでは

なく、証の書に書かれています。安息日遵守者の

大多数が、獣の刻印を受けるであろうと、ホワイ

ト夫人は言っています。なぜでしょうか？日曜休

業令という法令が間違っていることを知っている

にもかかわらず、神に対する信頼を十分に持って

いないがゆえに、死ぬほどの恐怖心に駆られるの

です。ローマ帝国時代の奴隷たちは、右手に刻印

を受けました。刺
いれずみ

青のように数字が刻まれたわけ

です。それは、脱走を防ぐためでした。近い将来、

多くの人たちが、自ら食べていくために、子供た

ちに食べさせるために、獣の刻印を右手に受ける

ことでしょう。

そのような事態を回

避するために、都会を

離れなさい、田舎に出

なさいと、ホワイト夫

人は何度も警告したわ

けですね。それでも神

の民は、耳を貸そうと

しませんでした。「こ

の刻印のない者はみ

な、物を買うことも売

ることもできないよう

にした。この刻印は、

その獣の名、または、

その名の数字のことで

ある」（黙示録 13：17）。クリスチャンを含む多く

の人たちが、手にマイクロチップを埋め込まれる

ことが獣の刻印だと考えています。このような聖

書の解釈は、イエズス会がクリスチャンを欺くた

めにでっち上げたものです。本当の反キリストで

ある法王教から、人びとの目を逸らすことが目的

でした。

多くの日曜教会の信者たちがそのように信じ教

えており、そのように信じているセブンスデー・

アドベンチストも少なくありません。しかし、そ

れは欺瞞です。貧困が世界中に広がっていきます。

一方アメリカでは、肥満が深刻な問題となってき

ています。自己中心、強欲の結果です。私たちの

助けはどこから来ると思われますか？危機に直面

する備えはできていますか？神の民を最後に倒れ

させるために、サタンは様々な方法を試してきま

した。そしてサタンの結論は、経済危機に陥れる

ことです。サタンは、経済の問題で私たちを攻め

てきます。では今、私たちは何をする必要があり

ますか？「恐れてはならない、私はあなたと共に

いる。驚いてはならない。私はあなたの神である。

私はあなたを強くし、あなたを助け、わが勝利の

右の手をもってあなたを支える」（イザヤ 41：10）。

自らを守る最善の方法は、金銀を買うことでは

なく、神の義をわがものとすることであります。

永遠の敬虔の福音にあずかることであります。そ

してこの問題を、いま直面している問題を神さま

に委ねて、恐れないことであります。神さまが皆

さんを封印し、天使らの羽をもって守ってくださ

います。

今、私たちは、神さ

まの秘密の部屋に入

る必要があります。な

ぜでしょうか？それ

がみ翼の陰に宿るこ

とだからです。しかし

神さまは、戒めを破る

人たちを守ることは

おできになりません。

神さまが保護するこ

とのできる人たちは、

戒めを守る人たちだ

けです。経済的に皆さ

んがやるべきことは、

自らの状況を吟味し、

できるだけ早く最善を尽くして、いま抱えている

借金から逃れることです。もし銀行に負債がある

として、この負債を避けるために何かをあきらめ

なければならないとすれば、その何かをあきらめ

てください。多くの負債を抱えたままでいるより

は、すべてを投げ捨てたほうがましなのです。ホ

ワイト夫人は、らい病を恐れるように借金を恐れ

なさい、と言っています。負債から自由の身となっ

て下さい。そして自分の土地を耕して、できるだ

け自分の必要を賄
まかな

えるようにしましょう。自分で

自分の食べ物を育てて得ることができるならば、

それがこの危機を乗り切る最善の方法であります。

自分の土地を耕して食物を得ることのできない

　　　経済危機
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人たちはどうでしょう？今となっては、家族を養う

ためのあらゆる食物を畑から得るのは難しくなっ

てきています。しかも多くのクリスチャンは、こう

いった経験がありません。長年にわたって、神さ

まの警告に従って来なかったからです。非常に怠

慢であったわけですね。快楽ばかり追い求めてき

ました。もしかしたら、自分の今の状態に目覚めて、

何かをしようとしても、手遅れだと感じるかもし

れません。私はいろんな国に行ってお話をします。

多くの善良なクリスチャンが目覚めて、「あぁ先生、

どうしたらいいでしょう？私は用意ができていま

せん」と言います。本当に用意ができていないん

です。

じゃあ、どうしたらいいでしょう？まずできる限

り早く、急いで借金に片をつけることです。たと

え家とか大事な物を失うことになろうとも、借金

を避けましょう。そして食物を探しましょう。株

を買うのではなくて、食べ物を買いましょう。自

分の家族を養うのに十分な土地を持っていないな

らば、穀類やナッツ類や豆類を蓄えましょう。も

し可能ならば、乾燥した果物も手に入れて下さい。

カン先生は、行くところ行くところで、食べ物

を買いなさい食べ物を買いなさいと訴えている、

と言われますけれども、これが私の本来の意図で

はありません。自分で育てられない状況のときに、

代替策として、ひとつのアイディアとして皆さん

に提供しているだけです。金銀や株などに投資し

ないで下さい。もし投資するお金があるならば、2

つの方法でやってください。

まず神さまの働きにお金を捧げること、これが

最善です。

第 2 に田舎に土地を求めること、これが第 2 の

最善の方法です。そうすれば、神さまが祝福をもっ

て報いて下さることでしょう。私は、皆さんを脅

かすために、こういうことを言っているわけでは

ありません。そんなことはしたくありません。神

の民が深い深い眠りに落ちているから、そこまで

突っ込んだことを述べているのです。

昏睡状態に陥っている神の民は、いま何が起こっ

ているか、まったく理解していません。サタンは

これまで以上に暗躍し、やがて経済が破綻し、突

如として危機がやってきます。多くの神の民が罠

に掛かることでしょう。いちど掛かったら、逃れ

る術はありません。長年サタンは、このような罠

を仕掛ける計画を推し進め、そのために神の僕が、

長年、警告に次ぐ警告を与えてきたわけです。そ

れでも、神の民は耳を傾けてきませんでした。も

う世の中にどっぷり浸かっています。強欲で貪欲

で、本当に自己中心になっています。それでも神

さまは、私たちにまだ深い憐れみを注いで下さっ

ています。私たちの仕える神様は、本当に情け深

い方であります。

まだ少しの時間があります。どれだけの時間か

は分かりません。1 年なのか、2 年なのか、そこま

では示されていません。私が言えるのは、時は本

当に短いということだけであります。ですから今、

イエス様に近づいて下さい。三天使の使命を順番

に経験してください。そして人々に教えるときも、

順序よく教えて下さい。

初めに、永遠の福音とは何かを教えて下さい。

次に、バビロンの誤謬と罪について語って下さ

い。それから第七日安息日について教えましょう。

これが永遠の福音の経験であります。そして多く

の人々が、神の戒めを守る民となる手助けをして

あげて下さい。

日本の兄弟姉妹方と、こうして時を過ごすこと

ができたことを、本当に嬉しく思います。再び会

うことがあるかもしれませんし、無いかもしれま

せん。いずれにしても、天国で再会することを確

実なものとしましょう。今こそ罪の除去の経験に

あずかる時であります。罪に勝利するだけでなく、

遅かれ早かれ罪をやめることになります。イエス・

キリストの恵みによって。そして、イエスさまは

私たちの罪の記録をことごとく消し去って、取り

除いて下さいます。私たちがこの世で罪を犯し続

けている間、それをすることはできません。これ

は重大な問題です。神様は私たちに罪をやめて欲

しいと願っておられます。私たちは贖罪の日、贖

いの日に生きているわけですから、イエス・キリ

ストの恵みを理解しなくてはいけないのです。皆

さんに神さまの祝福がありますように。皆さんの

ご家族の上に神さまの祝福がありますように。国

が起こってから、かつてなかった程の悩みの時が

やってくるときに、神様が皆さんを助けて下さい

ますように。

経済危機　　　
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Faith

生まれながらの人、

または霊の人

1974 年９月５日のレビューアンドヘラルドの論

説に、一般社会においてクリスチャンが直面して

いる最も重大な問題のひとつが掲載されています。

下記のケネス・ウッドの論評は、我々が熟思する

のに値するものです。

「おそらく教会をおびやかしている最も深刻な危

険は、その独自性を失い、我々を取り巻いている

この世界のようになり、我々の教会学校や医療機

関、教会の成長方法、出版物、教会の成長をはか

る基準が、一般社会のものと区別がほとんどなく

なってしまうことであろう。それにもかかわらず、

教会内のわずかな人しかこの危険について関心が

ないように見える。あまりにも多くの人が、成功

の基準をただ単に什一献金と教会員数の増加だと

考えている。彼らは我々の教育機関の入学者数が

増加し、正式な認定校であるならばすべてが順調

だと自信を持っている。医療機関においても、ベッ

ドの稼働率が良好で、予算の収支バランスが取れ

ている限り満足しているようである。彼らは販売

冊数が順調で、読者に好まれている限り我々の出

版物にも満足している。我々の出版物は霊的価値

に重要性を置いているのかどうか、アドベンチス

トのものだと見分けがつくものかどうかとの疑問

をだれかが投げかける時、しばしば疑問を発する

人は悪影響を及ぼす厄介者、又は狂信者だと考え

られてしまう。教会内のほとんどの人は、たとえ

それが建設的なものであっても批評されることを

歓迎しない。多くの人が現在の状況は完璧ではな

いかもしれないが、すべてが順調でかつてなかっ

たほど良好だと言われたい。」

「まことの証人が、何の必要もないと言ったラオ
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デキヤの自己満足を責めたことは何と真実であろ

うか。」

「けれども心に留めておくべき重要な事は、教会

はその機関を、神の標準ではなくこの世の標準で

運営できるということである。不成功の状態にあ

る教会が、表面上では非常に成功を収めているよ

うに見えるかもしれないのである。財政上の著し

い伸び、そして統計上の教会員数の増加が見られ

ても、それは急激な霊的衰えを伴っているかもし

れないのである。」

「しばらく前に、信仰深いクリスチャンである A．

W．トーザーによって書かれた　『深い人生への鍵』

には驚くべきいくつかの言葉が書かれていた。そ

の書の中で著者は言明している。『教会とこの世の

間の境界線は抹消されているも同様の状態である。

いくつかのはなはだしい罪は別としても、世俗性

から新たにされていない罪が、衝撃的な数の自称

新生したクリスチャン、世に熱心に倣おうとして

いるクリスチャンによって現在是認されている。

若いクリスチャンは、この世の愚にもつかないも

のを見本とし、できる限りそのようになろうと努

力している。宗教指導者たちは、大言を吐き、お

びき寄せを使い、恥知らずの仰々しさといったも

のを売り物にしているような人々のテクニックを、

教会の働きに当然の方法として取り入れている。

道徳的な風潮は新約聖書のものではなく、ハリウッ

ドやブロードウェイである。ほとんどの福音主義

者は、もはや先頭に立つ人ではなく真似る人であ

る。そしてこの世が彼らの手本である』」（p16）。

「この告発状は厳しすぎるであろうか？そうは

思っていない。あまりにも多くのクリスチャンが、

外観やふるまいをこの世のものに習っている。彼

らは率先するよりはむしろ模倣している。彼らは

神の働きを進展させるために世俗の手法を教会に

持ち込んでいる。」

「おそらくトーザーがラオデキヤの状態を見事

に描写しているのは次の言葉であろう。『宗教的

働きは、生まれながらの人によって、神の御霊の

賜物なしになされることができる。そしてそれは

巧みに、申し分なくなされるであろう。しかし永

遠のための働きは、神の御霊によってのみなされ

る。神御自身が、救われた人の魂の中に宿られる

賜物としての御霊を通してなされる働きでなけれ

ば、どんな働きであってもそこには永遠のものは

ない。我々の中には御霊の賜物を持った人が不思

議なほどいない。識別力の賜物を持った指導者が

非常に必要とされているこの時にそのような人が

存在しない。ゆえにこの世の方法に頼らざるを得

ない状態なのである。この恐るべき時に、預言的

洞察力の賜物を持つ人を声高く求める。けれども

その代わりにいるのは、アンケートや世論調査、

討論会などといったものを計画する人々である』」

（p40,41）。

「宗教的働きは、生まれながらの人によって、巧

みに、申し分なくすることができるであろうか？

できるのである。医師は病気を治療することがで

き、外科医は手術を行うことができる。教師は教

えることができ、実業家は事業を営むことができ、

印刷工員は出版物を印刷することができる。看護

師は病人の世話ができ、秘書はオフィスを管理す

ることができる。編集者は編集する事ができ、会

計係りは財務を処理することができる。そしてこ

れは限りなく続く。これらのすべての活動は生ま

れながらの人によってなされていくであろう。」

「生まれながらの人と霊の人との違いは、コリン

ト第一の手紙 2：11-16（更にローマ 8：1-14）に

おいて非常に明白である。『生まれながらの人は、

神の御霊の賜物を受け入れない。それは彼には愚

かなものだからである』（Ⅰコリント 2：14）。生

まれながらの人は、神の御霊の勧告として聖書に

述べられていることや、エレン・ホワイトの書物

に書かれていることに絶対的に従うことの必要性

を理解していない。生まれながらの人は、明らか

にされた神のご意思から少しでもそれることの大

きな危険性を理解していない。対照的に霊の人は、

自己を信用せず、神の働きを神の方法でなせるよ

う熱心に求める。それゆえ、もし生まれながらの

人が神の働きにおいて指導者の立場にあるならば

教会は危険の中にある。」

「そうであるならば、何がラオデキヤに必要なの

か。それは残りの教会のすべての指導者、すべて

の働き人が生まれながらの人ではなく、霊の人で

あるということである。我々の応答は何であろう

か。我々の欠陥を弁解し、必要性の不足を訴え続

けるのであろうか。それとも悔い改めるであろう
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か。」

「我々が結論を下すまでの間、イエスは戸の外に

立って待っておられる。」

この編集者は、終末時代に生きているクリスチャ

ンが直面している霊的な問題点をよく見極めてい

ます。私たちは生まれながらの男女になることの

熟練者になってしまいました。私たちはこの世俗

社会の中で、生来の方法を使ってどのように仕事

を得、テストに合格し、物事を成し遂げるのかと

いう方法を習得してきました。私はまた、宗教的

なことや、教会の運営に、生来の方法を使うこと

の達人になってしまったのではないかと懸念して

います。今日、私たちに絶対に必要なことは、ど

のように霊の男女になるかということを知ること

です。これはみ国に連なるための鍵であるばかり

でなく、この地上の神の教会における成功の鍵で

もあるのです。

私たちはみな、生来の性質を持った男女として

この世に来ました。私たちは霊の男女として生ま

れ変わらなければなりません。以下はどのように

霊の人になるのかという問いに焦点をあてていき

ます。

もし私たちが本当に霊の男女になりたいならば、

必ず覚えておかなければならない３つの原則があ

ります。

第一の原則

神は我 の々味方である

1984 年のウィマー教育センターの機関紙に、

ディック・ウィンによって書かれた下記の記事が

あります。

「車を運転するにはまだ早すぎる年齢だったが、

そのまま放っておくにはあまりにも魅惑的な一台

の車があった。トムの父親が息子のために買って

おいたものだ。ジャックラビットクラッチがつい

ている 1930 年型のシボレー・クーペで、息子が

正式な免許を取って運転できるようになるまでは、

父親の管理下に置かれていた。」

「けれども兄のラリーと少年時代の相棒トム、ト

ムの隣の家の友達が集まった時には、我々をいた

ずらから遠ざけられるものは何もなかった。工具

をどのように持つのかさえわからなかったが、試

行錯誤を繰り返し、とうとうやりとげてしまっ

た。あまりにも退屈なある日曜日の午後、古いシ

ボレーを生き返らせた。頑丈な鉄製のブルーフレー

ム６というエンジンがポンポンと音を立てはじめ

た。それからエンジン音がスムーズになってくる

と我々は興奮した。ボンネットの周りを本当に飛

び踊りながらお互いの背中をたたきあい、嬉しさ

を隠しきれない顔を見合わせ、ハンドルを握って

この車の力を味わうまでは、エンジンを切らない

という暗黙の了解をした。」

「我々はトムの家から一般道路まで続いている長

い砂利の私道に目を向けた。そして計画は早速実

行に移された。もちろんトムが最初に運転する権

利があった。トムの友達がその隣に飛び乗った。

兄のラリーと自分は、ランニングボード（ドアの

下の踏み台）に乗った。トムは後輪の泥除けに砂

利が勢いよく

散乱するほど

にすばやく車

を逆走させた。

我々は代わる

代わる運転を

した。片道は

バックで走りそれからローギヤーでまた戻る。自

信がついていくにつれ、ローギヤーからセカンド

ギヤーに変えることもできるようになった。」

「午後も遅くなってきた頃には、まっすぐな道を

ただ単に往復することにだんだんスリルを失って

いた。そして我々は、トムの家はほとんど車の通

らない田舎道を入ったところにあるのだから、舗

装された一般道路に出てトムの家に続く砂利道を

曲がる練習をしても安全だという結論を下した。

それから運転距離は毎回長くなり、一般道路から

トムの家に続く道を曲がる速度も増していった。

そして一番楽しめるのは、ランニングボードに立っ

ていることだということもわかった。」

「決定的な運命の時とでも言うべき最後の運転

は、トムの友達がハンドルを握り、今まで以上の

スピードを出して砂利道のカーブを９０度に曲が

ろうと決めた。直角に左折する車の最大のスリル
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を味わうために、トムとラリーは右側のランニン

グボードに乗った。自分は一番安全な左側のラン

ニングボードに乗った。」

「ところがトムの友達はやりすぎた。あまりにも

速いスピードで９０度に左折した車はカーブで傾

き、右側の柵に危機一髪であたるところだった。

トムとラリーは、すぐにランニングボードから柵

の向こう側の牧草地に飛び降り転がった。安全な

場所に立っていた私は、トムとラリーの無様な姿

を大声で笑った。ところがそれから一瞬のうちに、

方向を修正しようとハンドルを切りすぎてしまっ

た車は、今度は私が乗っていた側の柵にめがけて

きた。私の腰は太い支柱に打ち付けられ、支柱は

なぎ倒された。その衝撃でランニングボードから

叩き落され、私のかかとは後輪の下敷きになって

しまった。」

「砂ぼこりがおさまりはじめるにつれ、みんなが

走っていることに気づいた。トムの父親はすでに

家の外に出ていて、玄関のポーチから階段を降り

てくるところだった。トムとトムの友達、ラリー

は私のところに駆けてくるなり言った。『痛くない

ふりをするんだ！』彼らの声は無声音であったも

ののかなり強い口調で懇願している。『そうじゃな

いと僕たち大変なことになっちゃうよ』。あまりの

ことに呆然としていて何がおこっているのかまだ

よく理解していなかったが、私は頑張って彼らの

言う通りにしようとした。『歩くんだ！』彼らは焦っ

ていた。『トムのお父さんすごい剣幕で怒ってるみ

たいだよ！』私は立ち上がって歩こうとした。け

れども左の足首のあたりが私の体重を支えること

ができなかった。『早くしてくれよ！』彼らは懇願

する。『あー、トムのお父さん、すぐそこにいるよ、

たいへんだよ！』」

「私はついに自分の足首を見た。足首はねじれ、

内側に９０度も曲がってしまっていた。痛みはま

だ感じるところまできていなかったので、私は笑っ

た。大変な問題が起きているのはこの足首なのに、

トムのお父さんと問題がおこることを何よりも心

配する三人の連中がここにいる！」

「この愚かで失笑を買うような出来事は、それ以

来長い間私たちを笑わせた。けれども最近になっ

て、もっと広い観点からこの出来事を考えるよう

になった。だれもトムの父親の怒りを怖がる必要

はなかったのだ。我々は自分たちの愚かさがひき

おこした恐ろしい結果に怯えるのではなく、トム

の父親の長年の経験、そして賢明な判断力にたよ

れば、あのような愚かなことをしなくてもいいよ

うに助けてくれたであろうに！」

「そして私は、私が神の戒めを犯した時に、『律

法の与え主を怒らせてしまった！』といつも心配

していた頃のことを思い出した。我々は神に対し

て玄関の階段を飛び降りてきたようなトムの父親

と同様のイメージを抱いている。自分自身で引き

起こしてしまった痛み悲しみを無視し、怒りがやっ

てきて絶対に自分に罰が下るだろうとの恐れで震

えている。」

「我々は自分は傷ついていないふりをし、そう自

分を信じ込ませ、言い逃れをしようとさえする。

そしてその空威張りによって、神の怒りを少なく

できると期待する。けれども確かに、罪の問題は

律法の与え主を怒らせてしまったと考えることで、

罪によって起こった我々の痛みに気づかないでい

る。我々は神が我々を苦しめるためではなく、す

でに苦しみの中にあるがゆえに我々の所に来てく

ださるのだということを理解していない。神は罰

を下すためではなく救うために近づいてくださる。

『神が御子を世につかわされたのは、世をさばくた

めではなく、御子によって、この世が救われるた

めである』（ヨハネ３：１７）。そして神がすぐそ

ばまでやってきた時に、神の目に涙があることを

見損ねている。」

霊の男女になるための探求において確認しなけ

ればならない第一のことは、我々の神に対する観

念です。神様は我々が神の要求にかなっているの

かどうかを確かめ、そして罪に勝利することを強

要しているのではありません。神様は私たちが霊

の足首を何度も怪我をしなくてもいいように助け

てくださるのです。神様は我々を裁くために待っ

ておられるのではなく、助けるために来てくださ

るのです。それは我々の痛みを取り除くためです。

もし私たちがすべてのことにおいて、神が私たち

の味方であるということが理解できないならば、

我々は頑張っては失敗し、落胆してあきらめきっ

てしまうまで更に頑張ってまた失敗することにな

るのです。もし私たちが神様は本当に私たちの味

方であり、同情してくださり、勝利できるように
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助けてくださるということを理解できるなら、我々

は本当の勝利を経験する機会を獲得するのです。

第二の原則

漂流することの危険

1986 年９月の Amazing Facts の会報誌に、この

第二の原則が説明されています。

「あてもなく漂い、正しい進路からはずれること

は、未信者の人々と同じように教会の信者にも多

大な悪影響を及ぼすことのひとつである。我々は

船が下流に向かって浮かんでいるように、穏やか

にそして静かに流されている。これは無意識のう

ちになされる過程である。なぜなら我々はあまり

にも大きな流れの上を漂っているからである。こ

の流れは我々の内側と外側の両方にある。我々の

内側にある流れは安逸、安楽、肉欲的食欲、世俗

精神という生来の欲求に運んでいく。我々を取り

囲んでいるもうひとつの流れも同じ方向へ向かっ

ている。それは人生そのものという偉大な流れ、

時代精神、社会の慣習、習慣、物質主義、文学、

娯楽などである。我々を取り巻いているこれらの

すべての流れは我々の間近にあり、絶え間なく我々

に接触し、影響を及ぼしている。そして我々の魂

の中に同類のものを見つけるとしっかりと結びつ

く。」

「下流に流れていくためには、何の努力も大波の

波頭に運んでもらう必要もない。漂う人生に必要

なことのすべては、ただくつろいで努力をせず、

我々の内側と周囲にある世俗の影響を甘受すれば

よい。なぜなら漂う人生はとても魅力的でたやす

い道であるからだ・・・・キリストは人々に、波

に揺さぶられ、木の葉のように浮かんでいるよう

な人生の歩みを避け、常に自分が主導権を取り、

決断していくことができるようにと忠告している。

ノアの時代の罪の宣告下にあった人々は暴虐な人

ばかりではなかった。しかし彼らは自己を省みる

ことをせず、ただ表面的にあてもなく生きている

だけであった。自分の弱さに身を任せ、社会の感

化力に影響され、神のおとずれの日まで飲み食い

していた。」

「救われるためには勤勉さや思慮深さ、そして自

己訓練が必要である。滅びるためにはこれらのも

のは何も要求されない。ただ必要なことは流れに

身を任せることだけである。私たちはたとえ航海

進路から離れ、霊的感受性が鈍くなっていること

に気づいたとしても、少しの努力が自分の内にあ

れば、いつでもすべての状態を一変させることが

できると、常に心の中に偽りの望みを抱いている。」

「ある冬の日、ナイアガラの滝に向かって流れて

いる川の上の小枝に、一羽の鳥がとまっていた。

まさしくその光景は、滑るような速さの川の流れ

を楽しんでいるようであった。鳥は危険だという

感覚はない。な

ぜ恐れる必要が

あるのだ？鳥は

羽があるではな

いか。危険な地

点にやってきた

ら、ただ飛び立

てばよいではないか。鳥もそう思っているかのよ

うに心配とは無縁に、目もくらむような滝つぼの

末端にくるまで小枝の上でくつろいでいた。」

「いよいよ危険な地点に来たその瞬間、鳥は飛び

立とうとした。ところが何てことだ！それができ

なかった。川の表面を覆っていた霧状の水が鳥の

羽の上で凍りついてしまっていた。そして川の水

が滝つぼに勢いよく落ちていくと同時に鳥は流さ

れてしまった。我々のただ成り行きに身を任せる

という習慣が定着してしまって、そこから自由に

なりたいと考えても、もはや不可能になってしま

うという大変な危険がここにあるのではないだろ

うか。」

「我々を滅ぼしてしまうおそれのある漂う人生の

影響による悲惨な結果を終わらせるにはどうした

らよいのか。へブルの著者は実際的な勧告をして

いる。『わたしたちは聞かされていることをいっそ

う強く心に留めねばならない、そうでないとおし

流されてしまう』（へブル 2：1）。『聞かされている

こと』とは、私たちを道徳的、霊的に健全にして

くれる偉大な福音の真理、真価、そして警告であ

る。」

「キリストのご生涯の物語をもう一度読み、そし

て人生の漂流に徹底的に抵抗したことを証した偉
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大なイエスの十字架を熟考しよう。そしてキリス

トと同類の忍耐力を心の底から望むまで、主の強

い抵抗を心で捕らえ、我々の心の奥底まで満たそ

う。流されてしまうことから完全に逃れることが

できるものはただひとつであって、それは安全に

固定された錨である。しっかり錨をおろされた船

は決して流されてしまうことはない。信仰、希望、

愛、奉仕という４つのケーブルを意識的につなげ、

意識的に確かめ続けることによってキリストに錨

をおろした人生は決して流されることはない。」

この第二の原則は惰眠に対して活発に戦うとい

うことです。私たちはこの世の流れ、そして我々

の生まれながらの怠惰と自己中心の流れに抵抗す

ることなく、人生という川を通って目的地に達す

るということはできません。もし私たちが霊の男

女になりたいとの願いがあるならば、私たちはそ

の過程のために、自ら率先して努力していかなけ

ればなりません。

「人は天国まで引っ張られることはできません。

つまりただの乗客として行くことはできません。

彼は、彼自身で（船の）オールを使わなければな

らないのです。神の共労者として共に働くのです。

もしあなたがオールを下に置いて、そして上流に

進んでいけると考えているのなら、あなたは間違っ

ています。あなたが力をつくしてオールを漕ぐこ

とによる熱心な努力だけが、流れに抵抗できるの

です」（OHC　p310)。

第三の原則

意志を働かせる

パシフィックユニオンカレッジの校内新聞

（1984）にマリアン・ニッテルは下記の記事を投稿

しています。

「背の高い人影がドアを開け、部屋に入り、学生

寮の窓の下にあった黄色いビーンバッグチェアに

音を立てて座りました。『最近どう？』私が聞くと

『どうにか・・・』と自信のない彼の声が返ってき

ます。私は椅子の背にもたれかかりながらも首を

彼の方に傾け、そのまま話が続くのを待ちました

が、彼は話を続けるかわりにビーンバッグの端を

つまみはじめました。『なんだか自信なさそうね。』

私はゆっくりと話しかけました。すると彼は突然

言ったのです。『これから何をしたらいいんだ？や

めたいと思っていることがあって、神様にそれを

やめられるようにお願いした。だけどこの誘惑が

来ると、それを止められないんだ。その誘惑が来

るまではすべてが順調なのに・・・。』『朝、神様

と交わる時間はあるの？』彼はためらいがちに『あ

る』と答えました。『だけ

ど、それでも失敗し続ける

んだ。』『神様にお祈りし

て聖書を学んでも、まだ

問題は解決しないという

こと！？』『その通りなん

だ。』」

「あなただったら、この学生に何と言いますか？

神の側に力が欠けているということは明らかにあ

りえません。神が言葉を発せられると、水のおも

てから地があらわれます。神が言葉を発せられる

と、星は存在し輝きます。神の天の軍勢は、一夜

のうちに１８万５千人もの人間を滅ぼしました。

復活の朝は、神のたったひとりの御使いの前から、

すべてのサタンの軍勢は逃げ去ったのです。」

「明らかに問題があるのはこの自分だ。もっと

頑張らなければいけないのか？またか？ただ失敗

することがわかっているのにもっと奮闘するの

か？！誘惑に勝利するのにもっと努力をするなん

て考えるのも耐えられない！けれども希望がある

のです。その希望は長い間神学者たちから放置さ

れ、誤解されてきた言葉にあるのです。それは意

志です。」

「私たちの意志は、スペース・シャトルの３つの

主要なエンジンに点火するための最終スイッチの

ようなものです。ス

イッチを入れると

すぐに、発射台を焦

がし尽くしてしまい

そうな何百トンもの

推進力が働き、約

２０００トン、１８

階の宇宙船は，発射

台から天に向かっ
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て空中に飛び出すのです。それから数秒のうちに、

最初のエンジンの５倍の力のある燃料で満ちた２

つのロケットに点火され、瞬く間に宇宙船は遥か

遠くに行ってしまいます。この猛烈な爆発的力の

すべては、弱い一人の人間の手が、何の変哲もな

いスイッチを動かすことによってはじまったので

す。」

「私たちはしばしば、古い習慣、恐れといったも

ので作られた城の中に閉じこもってしまいます。

私たちは城壁の周辺にお堀を掘り、つり上げ橋を

作ります。そして多くの場合、ロープをゆるめ橋

をかけるかわりに、『王子イエスよ来てください、

この城を占領してください！』と言いながら自分

の大切な人生にしがみついているのです。私たち

は橋をかけることを選んでいません。私たちは手

放すことを選ばなければならないのです。」

「私たちの人生において誘惑がやってくる時、

真っ暗闇の部屋の中のほんの少しだけ開かれたク

ローゼットのドアから，過去の人食い鬼が叫んで

いるように思えるときがあります。その暗闇は罪

のように暗く、海辺の波のように脳にとどろきま

す。すべては敗北と失望のように見え，暗黒の力

が勝利しているようです。—それはある力のこと

を思い出すまでですが—私たちは天井の電球と、

壁の電源をつなぐという行動を起こさなければな

らないのです。それらしいことをしても部屋の光

はつきません。私たちはスイッチを入れなければ

ならないのです。信仰はそこに電源があることを

信じ、そして意志がスイッチを入れるのです。壁

にある電源を入れることで電球から光が出ます。

クローゼットは閉じられ、そして鬼は叫びを止め

ます。結果として光と平和が来て戦いは終わりま

す。」

「私は意志について学んできたことを、黄色い

ビーンバッグチェアーの自信喪失の青年に話しま

した。彼はまだそれを試していませんでした。そ

う、それだったのです。もちろんそれだったので

す。彼もそれが答えであろうとわかったようでし

た。『ありがとう』と彼は部屋を去るときに言いま

した。私は廊下を歩く彼を見送りましたが、彼の

足取りが軽いように見えました。」

霊の男女になること、漂う人生をやめること、

罪に勝利すること、これらのすべては意志に中心

があると言っても過言ではありません。注意して

いただきたいのは、ここでは意志の力について言っ

ているのではないということです。また、忍耐力

や決断力のことを言っているのでもありません。

意志は選択をする過程のことです。それはどのよ

うに私たちが選択をするのかということに関して

です。私たちは生来の人間の方法ではなく、違っ

た力の源から力を得ることを選びたいと思います。

決定の力

青年への使命 146-151 ページに、我々個人の救

いに関して最も重要な概念のひとつが書かれてい

ます。「純潔な宗教は意志と関係があります。意志

は人の性質の中で支配的な力を持ち、他のすべて

の能力を支配します。意志は趣味や好みではなく

それは決定する力であり、人の子らの内部に働い

て、神に従うか、それとも従わないかのどちらか

に至らせます。」　ここで気づいていただきたいの

は、意志は我々の感情や堕落した性質ではないと

いうことです。それは決定をする力、スイッチで

あり、どの方向に我々の考えを向けるのかを決定

することです。そしてこの文章は警告とともに次

のように続きます。「意志の真の力を悟るまでは、

たえず危険があります。あなたは何でも信じて約

束するかもしれませんが、あなたの約束や信仰は、

あなたの意志を、信仰と行為の傍らに置かなけれ

ば価値がありません・・・・しかし決して失望す

るには及びません。たとえ何ものも自分にとって

真実に見えなくても断固として信じなければなり

ません。」　ここには意志のどこが感情や気持ちと

違うのかということが明確に書かれています。イ

エス様が十字架で亡くなられる直前、イエス様の

お気持ちは肯定的または否定的のどちらであった

でしょうか。霊感の書には、かつて私が読んだこ

とのない最も驚くべき言葉のひとつが書かれてい

ます。「救い主は墓の入り口から奥を見通すことが

おできにならなかった。キリストが征服者として

墓から出てこられることや、犠牲が天父に受け入

れられることについては望みは与えられなかった」

（各時代の希望下 p275）。キリストはご自分がよみ

がえることはありえないという気持ちを抱かれて
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いました。その時イエス様は何をなさらなければ

ならなかったのでしょうか。心の中のスイッチを

入れなければなりませんでした。それは、キリス

トの意志のスイッチです。そして言いました。私

には何も真実で現実には思えないが信じる。私は

父の顔を再び見ることはできないかもしれないが、

私は父を信頼し、自分の最善を尽くすことを選ぶ。

霊感の言葉は続きます。「あなたは自分の衝動や

感情を思うように抑制できないかもしれません。

しかしあなたの意志をコントロールすることはで

きます」。この原則を理解するまで、我々は絶えず

大きな危険の中にいることになるのです。すべて

が不可能に見え、感情を抑制できなくなった時に

どうしたらいいでしょうか？朝目が覚め、意気消

沈している時でも、感情や気分は信用できるもの

ではないと言うことを覚えていなければなりませ

ん。この時点で私たちがすべきことは意志のスイッ

チを入れることです。感情は抑制下にないかもし

れません。けれども意志をコントロールすること

はできるのです。意志をキリストの側に固く保つ

ことによってすべての感情はキリストの意志に従

うのです。

だれが感情や衝動を抑制できるでしょうか？私

は全くそのような力はありません。けれども神様

は、私たちのうちに働きかけて志をおこさせ、そ

れをさせてくださるのです。けれどもこれが起こ

る前、とにかく私たちは神の力を他の何ものにも

増して求めることを決心しなければなりません。

私の意志—私の決めた選択—がすべての出発点な

のです。私たちが行うすべての事、それが肯定的

なものであろうが否定的なものであろうが、それ

は意志が決定したことの結果なのです。それゆえ

に我々が失われてしまう罪は、生まれながらに受

け継いでいるものではありません。罪は常に意志

が行為となったもので、選択の責任はいつも私に

あるのです。「あなたの意志があなたの行為の泉で

あることを忘れてはなりません」。

神様は、「意志を神の側に堅く保つときに、いっ

さいの感情はイエスの意志に従う。」と約束してく

ださっています。ここに絶えず感情や衝動によっ

て悩まされている我々すべての人々に対する神の

約束があります。もし私たちが意志をイエス様に

明け渡すのなら、彼が私たちの感情に対処してく

ださるのです。イエス様は、「あなた自身を私に従

わせなさい、あなたの意志をサタンの支配からと

り去って私に与えなさい、そうしたら私はあなた

の意志を支配する」と言われます。私たちの内の

多くの人が、私たちの最初の両親が堕落して以来、

意志はサタンの支配下にあるということを理解す

ることなしに、キリストに意志をお捧げしようと

努力してはいないでしょうか。私たちは自分が自

分という船の操縦士であって、自分で自分をコン

トロールするのだと考えたいのです。もし私たち

の意志がキリストの御手にないならば、サタンが

私たちをコントロールしているということを考え

てみたことがあるでしょうか。だれも自分の心臓

を鼓動させ、呼吸をするために肺を機能させるこ

とができないのですから、私たちはもっと高い力

の支配下にあるのだということを認めなければな

りません。意志はキリスト、またはサタンのどち

らかが支配することになり、そして私たちがただ

ひとつすることは、だれにそれを支配してもらう

のかを選ぶことです。私たちは、サタンの手から

意志を取り、キリストにそれを差し上げることを

第一の選択にしなければなりません。私たちはこ

のように言わなければなりません。あなたが私に

くださった意志をサタンの手から取り出します。

サタンはこれ以上それを所有する権利はありませ

ん。私は、私の意志をキリスト・イエスの支配下

にお捧げすることを選びます。

意志を明け渡す

それでは神様にのみ私たちの意志をコントロール

していただくためには、具体的にどのように意志を

働かせたらよいのでしょうか。もし私たちの人生に

おいて神に働いていただきたいのであれば、とても

基本的なことですが、はじめになすべきことがあり

ます。「人々はみなサタンに勝利させないように感

覚を守らなければならない。なぜなら感覚は魂に通

じる道だからである。あなたはもし自分の心を制し、

むなしく退廃的な思いで心をけがしたくないと思う

なら、自分の目や耳やすべての感覚を守る忠実な門

番とならなければならない。恵みの力だけがこの最

も願わしい仕事を成しとげることができるのであ

る」（アドベンチストホーム 455）。私たちの思想の
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大部分は、私たちの感覚器官を通して心に入ってく

る様々な情報によって生じてくるものなのです。で

すから第一に、そして最も基本的な事は、私が何を

見聞きするのかを決めることです。神様はこれらの

決定を私たちに代わってすることはできません。な

ぜなら選択の自由という原則を犯すことになるから

です。神様は神のかたちにかたどって造られた者た

ちのために選択をすることはしません。けれども私

たちが神の方法を選ぶ時、私たちに力がなくてでき

ないことをしてくださるために、神様は、ご自身の

力と共に私たちの人生に介入することの許しを得る

ことになるのです。もし意志がどのような時でも正

しく働いているのなら、サタンが継続的に感覚器官

を通して入ってくる攻撃はできません。私たちは、

サタンが私たちの心に入ってくることを完全に拒

否しなければなりません。もちろんサタンはこの決

心に激怒し、何倍もの力を増して私たちの決心を破

壊しようとするでしょう。この時に神の恵みと力に

よって、私たちが良い目的を持ち、正しい選択をす

ることができるように絶え間なく祈る必要がありま

す。

祝福の山（p61,62）を読むと、もし意志を正しく

働かせたいのならば、いくつかの基本的なステップ

を踏んでゆく必要があることがわかります。「意志

は神にささげなければならないが、それは練りきよ

められ、神の思いと一つに結びついたその意志を私

たちが再び受けて神がご自分の愛と大能の潮流をわ

たしたちを通して注ぐことができるようになるため

である」。まずはじめに、私たちは意志をサタンの

支配下から取り出さなければなりません。そして意

識的にそれをイエス様に差し上げなくてはなりませ

ん。私たちはこの過程を次のように言うことができ

るでしょう。イエス様、私は私の意志をあなたに差

し上げます。私はこの決定の過程をあなたのみ手に

おゆだねする選択をいたします。これによってイエ

ス様は私たちの内できよめ、洗練することをなす許

しを得ることになるのです。そして私たちの意志を

イエス様に差し上げた時よりも更に良いものにして

私たちに戻してくださるのです。

ここが意志の力がはいってくるところなのです。

私たちは、私たち自身の努力、そして決心から意志

の力を作り出すことはできません。私たちが自分の

弱い意志をキリストに差し出す時に、キリストは彼

の力と共に意志を私たちに戻してくださるのです。

私たちの意志＋キリストの力＝意志の力なのです。

復習です。はじめに意志は感覚器官から入ってこよ

うとするものに対して忠実な門番になっていなけれ

ばなりません。そして次の段階はとても基本的なこ

とですが、近道はありません。

１）意志をサタンの手から取り出す。

２）意志をキリストのみ手にお渡しする。

３）キリストは、私たちが良い決心をなすため　

　　の力を満たして私たちに戻してくださる。

「わたしたちが、この高い理想に達するためには、

魂をつまずかせるものは犠牲にしなければならな

い。」さて、この全過程の一番困難なところまでやっ

てきました。ここでは自己が生き残るために必死に

激しく戦う所です。「わたしたちが罪の支配下にあ

るのは意志によるのである。この意志を服従させる

ことが目を抜き出したり手を切り取ったりするとい

う表現で表されているのである。意志を神に従わせ

ることは、人生を不具のからだで過ごすかのように

見えることがよくある」。この言葉は現在人気のあ

る次のような福音、「あなたがすべきことは、ただ

イエスがあなたのために死なれたことを信じるだけ

だ。そしてこれが、あなたの天国への確証なのだ」、

と同じように聞こえますか？

これからが私が意志についてお分かちしたいす

べての中心点です。そしてここに、私たちの人生を

敗北から勝利に変える、つまり罪に勝利するクリス

チャンになるための秘訣があります。これはとても

単純なことなのですが、実際に行うことが困難なの

です。意志は本来邪悪で、サタンの示唆に自然に従っ

てしまう傾向があるので、自分の反逆的な心の責任

をとることを避けるために、へりくつや言い訳を言

い、疑い、正当化し、非難をするなど、どのような

ことでもする衝動に駆られます。もし私たちが自分

自身を反逆的で、邪悪な人間として認めないならば、

神様が私たちのためになされることは何もないので

す。これを認めることはとても難しいことです。な

ぜなら私たちは人生のほとんどを、他の人にどうに

か自分をよく見せようと費やしてきているからで

す。それゆえに、ニュースで絶えず耳にしているよ

うなおそろしいことをしないだけなのです。けれど

も社会の圧力というこの社会の表面を覆っているも

のを取り除き、仕事の保障や、仲間から認められる

必要が生じたときに、イエスの手に釘を打ちつけた

兵士と同じところに私はいるのです。私は、私自身
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を本当に邪悪で、反逆的な人間だということを認識

しなければなりません。私は天の道とは全く調和し

ておらず、神の御前にいることに全くふさわしい者

でもなければ幸福でもないということを認識しなけ

ればなりません。手も目も両方が私たちの大切な体

の一部ではないですか？私たちはそれらを保つため

にどのようなことでもするでしょう。しかしながら

私たちの意志を神に明け渡すということは、まさし

く手を切り取ったり、目をくり抜いたりするような

気持ちだというのです。あなたは意志を明け渡すと

いうことを本気で考えているのですか？それはこれ

からの生活を不具で過ごさなければならないという

意味なのです。目はもはや見たいものを見れなくな

り、手はしたいことができなくなるのです。一体こ

れからの人生の何が楽しいのでしょう。もう一度人

生を楽しむことができるのでしょうか。私はこれか

ら堅物、狂信者と呼ばれ、友達もいない過激主義者

になるかもしれない。そんなことはできないと言う

でしょう。

この自己切断、喪失の恐れに真正面から向き合

うまでは、意志をキリストに明け渡すということは

全く不可能なことなのです。私たちはどんなに罪が

私たちの内に深く入り込んでしまっているのか、ど

んなに罪、自己中心、醜悪が自分をコントロールし

ているのか気づかなければなりません。そしてそれ

から、私たちは外科医のメスを求めなければなりま

せん。自分の意志で私たちの自我をメスで切り取っ

てもらうことを願うことは簡単なことではありませ

ん。けれどももし私たちがそれを願い求めなければ、

自己中心という癌は、どのような機会でも狙って私

たちから永遠の命を奪ってしまうのです。自我は性

質から必ず切り取られなければなりません。

私たちすべての者は、サタンの世界に渡るための

橋を作っています。私たちはいつもその橋を渡るわ

けではありません。けれども橋がそこにあり、そし

て何かの衝動に駆られた時、又は必要だと感じた時

に渡れる橋があるということが安心なのです。意志

を神に明け渡すと言う意味は、これらのすべての橋

を焼き尽くしてしまい、それを再び作る可能性を全

く無くしてしまうという意味なのです。それは何と

暗い将来に思えることでしょう。もしこれらの橋が

もう存在していないのなら、これからどのように生

活したらいいのでしょう。宗教というのはただ私を

不具者にすることなのか！

まさしくここが、私たちが神と共に決死の努力を

するところなのです。今までの人生で味わったこと

がない程の苦痛と困難を伴うことを保障します。な

ぜなら自己に死ぬというのはとてもとても困難なこ

となのです。意志を神に明け渡すという努力はすさ

まじいもので、人生そのものが終わりに来たかのよ

うに思えます。けれども私たちの醜悪、利己主義を

喜んで放棄し、神にサタンの世界に架けることので

きる橋をすべて焼き尽くしてしまうことを快く承諾

し、私たちの退屈な人生を価値ある生活にするため

の大切な偶像を率先して捨ててしまえばすべての戦

いは終わるのです。あぁ、これからいくつの戦いが

あるのでしょうか。けれどもこれが戦いなのです。

戦いは安息日遵守に関してではなく、服装や食生活

に関するものでもありません。戦いは意志に関して

なのです。意志がキリストに明け渡される時、他の

すべてのことは神の意志と調和して導かれていくの

です。

この原則は、救霊の働きにそのまま適用されます。

まだ回心していない人にライフスタイルを変えるこ

とを勧めることは賢明なことではありません。私た

ちが耳にしている多くのことは順序が反対です。私

たちは試験となる真理に直面させる以前に、その人

が真に回心しているのかどうかを確かめなければな

りません。なぜなら回心が起これば、すべてのライ

フスタイルの改革は簡単に引き続いておこってくる

からです。

私たちクリスチャン一人一人も同じ問題を持っ

ています。私たちが討論している多くの事がらは全

く本当の問題ではないのです。本当の問題は心、そ

して意志です。一度意志を明け渡し、橋を焼き尽く

してしまえば多くの困難な問題は簡単に解決される

のです。主は何が正しく何が誤りであるのかを私た

ちが理解できるように導いてくださり、そして私た

ちは主のご計画に熱心に従っていくようになるので

す。

サタンの力を破壊する

さてキリストに意志を明け渡した結果がどのよう

になるのか考察するところまできました。

「サタンはわれわれよりももっと彼の力の限界を

知っており、もしわれわれが抵抗し、立ち向かうな

らば、彼はいとも簡単に克服されてしまう。神の力

　意志—我々の選択、神の力　　　
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によれば、最も弱い聖徒にも、サタンや彼の天使た

ちは全くかなわない」（証５巻　p293,294）。罪に対

する勝利は、私たちがサタンに抵抗し、立ち向かっ

ていくことを心から望んでいるのかということが要

求されます。サタンに妥協し、彼の存在を許してし

まう限り、私たちは失敗し続け、そして失望してし

まうのです。私たちはサタンを実際よりももっと強

いものだと見てしまいがちです。彼の誘惑はあまり

に強くて私たちには到底抵抗できるものではないと

思ってしまいがちです。私たちは、最も弱い神の子

供たちに、神の力が何をなさることができるのかと

いうことに焦点を当てる必要があります。

この学びの山場として、古典キリストへの道の一

部を見てみましょう。

「私はどうすれば神に自らをささげることができ

るでしょうと尋ねる人が多くあります。そして、自

分を神にささげたいと望んでいながら、道徳的力が

弱く、誘惑の奴隷となり、罪の生活の習慣に支配さ

れています。どんな約束も決心も、砂の縄のように

弱く、自分では自分の思想、衝動、愛情を制するこ

とはできません。こうして約束を破り、誓いを裏

切って自分の誠実さに自信がもてなくなり、神は自

分を受け入れてくださらないのではないかと思うよ

うになります。しかし絶望するには及びません」（キ

リストへの道 p64）。これはまさに私たちが通ってき

た道ではないですか？私たちは約束し、決心し、そ

して失敗します。私たちは、自分自身の考えや感情

をコントロールできる十分な意志の力があると考え

ています。私たちが徹底的に自分の罪深い状態に気

づかなければ、私たちの希望は全くないのです。私

たちは、サタンが支配している堕落した世界に、堕

落した性質を持って生まれてきました。私たちが完

全に無力であることを認め、そして助けていただく

ためにキリストに目を向けるのなら、勝利のための

扉は開かれているのです。では、絶望するには及ば

ないというのなら失敗し続けることから抜け出せる

方法は何なのでしょうか。「ただ必要なのはほんと

うの意志の力とは何であるのかを知ることでありま

す。意志とは人の性質を支配している力、決断力、

選択の力であります。すべてはただ意志の正しい行

動にかかっているのであります。神は人間に選択の

力をお与えになりました。つまり人がそれを用いる

ようにお与えになったのであります。私どもは自分

の心を変えたり、また自分で愛情を神にささげるこ

とはできません。けれども神に仕えようと選ぶこと

はできます。意志は神にささげることができます。

そうすれば神は私どものうちにお働きになって、神

の喜びたもうように望み、また行うようにしてくだ

さいます。こうして性質は全くキリストのみたまに

支配されるようになり、キリストが愛情の中心とな

り、思想もまた彼と一致するようになります」（キ

リストへの道 p64,65）。どれ程意志が正しく働くこ

とにかかっているのかに気付いてください。それは

すべてです。—幸福、平和、本当の成功、永遠の命—

は、どのように私たちの意志を働かせるのかという

ことで決定されます。

神様は、はじめに人間を、神のかたちにかたどっ

て創造されました。６千年間続いた罪は、その神の

かたちをほとんど損なってしまいました。事実上、

神のかたちが残されている部分は、私たちが選択の

力を持っているということなのです。これが、私た

ちの生来の性質の中で最も神に似ているところなの

です。選択する力は、アダムとエバに与えられた神

の賜物です。そして神様は人類からそれを取り去る

ことをサタンにお許しになっていません。そして私

たちはまだこの賜物を持っているのですから、私た

ちの前途には、永遠のすべてが開かれているのです。

ここで注意していただきたいことは、私たちの生

まれながらの心は、愛情を神に差し上げることがで

きないのです。なぜなら私たちは本来、神の方法を

行うことを好みません。それは私たちには強制され、

抑制されているように思えるのです。謙遜、へりく

だり、そして服従を、生来の心はしたくないのです。

けれども私たちは、神の方法を行うことを好まなく

ても、神にお仕えすることを選ぶことができるので

す。私たちはいつも次のように祈ることができます。

「主よ、私の意志をあなたにおささげできる意志を

持たせてください。私は今、自分のしていることが

本当に好きではありませんが、この古いやり方を手

放すことができません。主よ、私の意志を喜んであ

なたにおささげすることのできる心を与えてくださ

い。」私たちはこの祈りを何度も繰り返さなければ

ならないかもしれませんが、根気よく続けましょう。

神様に意志をおささげした驚くべき結果を見て

ください。「人が自分自身の心をキリストにささげ

るとき、心はキリストの心と結合し、意志はキリス

トの意志に没入し、精神はキリストの精神と一つに

なり、思いはキリストのうちにとらわれて、わたし
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たちはキリストのいのちを生きる。これがキリスト

の義の衣を着ることである」（キリストの実物教訓

p292）。わたしたちのすべての性質は、キリストの

支配下に置かれます。そして私たちの愛情、思考は

キリストと調和するようになるのです。私はこれを

別の言葉で「勝利」というのだと思います。私たち

の歪んだ欠陥のある性質は、キリストの権威の下に

置かれます。私たちはキリストが愛されるように愛

することができます。なぜなら意志はキリストに属

しているからです。私たちの態度、そして望みは天

の住民と同じです。私たちが実際にガラスの道を歩

く時、自然に天使たちのように生活していることに

気づくのです。なぜなら私たちは彼らのように考え

ることを学んできたからです。

私たちが今なすべき一つのことは、神に屈服する

ことです。それがなされる時、その他のすべてのこ

とは丁度電車の運転車両に客車が引かれていくよう

に続いていくのです。神様は難しい部分をしてくだ

さいます。神様は私の古い性質を変えてくださり、

以前私が嫌っていたものを楽しみ、以前楽しんでい

たものを嫌うようにしてくださいます。私のすべき

ことは意志を神様にお捧げすることで、そして神様

はそれをきよめてくださるのです。それを次のよう

に言うことができます。主よ、私はこれをすること

をやめられません、けれどもしないことを選びます。

私自身がそれをやめることはできません、けれども

しないことを選びます。ビーンバッグチェアーの青

年は、罪に勝利することができませんでした。なぜ

なら彼は彼自身の意志の力に頼っていたからです。

彼の意志は神に明け渡され、神に力を与えられなけ

ればなりませんでした。

私たちは次のように言いましょう。主よ、私は

私の意志をサタンから取り、あなたに差し上げま

す。私はあなたにサタンの世界に渡るためのすべて

の橋を焼き尽くしていただくことを心から願ってい

ます。私の人生で行ってきた私の方法を快く手放し

ます。私は上よりの生まれ変わりを望んでいます。

そしてこの世にある何にも増してあなたご自身を求

めます。神様がほとんど価値の無い者に何をなされ

るかということを見ることができるのは私たちの特

権です。私の人生にいつも付きまとい悩まされてい

た罪に勝利し、悪い考えは心に入ることが許されな

くなり、持っていた悪い習慣もこわされます。誤っ

た方向に向かう傾向は正しい方向に向かうようにな

り、誤った感情も変わります。ここにキリスト・イ

エスにある新しい人が誕生するのです。私たちが神

に「イエス」、そして自己に「ノー」と言い続ける限り、

私たちの性質のすべてが変えられるのです。主は遠

い昔ヤコブになさったように、私たち人間のすべて

の努力を全く無力にさせ、完全に神に頼ることがで

きるようにしてくださいます。

おわりに

私たちの人生、そして教会を生まれながらの肉の

方法で運営するにはあまりにも遅すぎる時です。生

来の性質でも、人生を成功させ、教会を運営してい

くことはできます。けれどもそれは天国への道では

ありません。ただ霊の人だけが天に至るのです。

神様は私たちの味方であるということを絶えず覚

えていましょう。神様は私たちを退けるために私た

ちの罪を数え上げそれをながめていらっしゃるよう

なお方ではありません。神様は遠く離れた所から私

たちに会うために駆け寄ってくださるのです。そし

て何にも増して神の家族に戻ってくることを歓迎し

てくださるのです。

漂流する生き方をやめましょう。たとえ私たちの

望みにすべてが反しているように思える時でも、自

ら率先して選択をしていきましょう。

罪に勝利する秘訣のすべてはこの一つの言葉—意

志—にあります。あなたの選択はどのようなもので

すか？私たちがするすべての選択は、意志が働いた

ことによるものなのです。サタンから意志を取り出

しキリストにおささげするということを意識的に選

び続けていきましょう。

神様が、悪習慣の奴隷となった弱い罪人を引き受

けてくださり、そのような人をサタンが無力になり

支配できないような要塞に変えられることを見るの

は何と驚くべきことでしょうか。神様は苦悶してい

る意志を取られ、純潔な清い意志、神に力を与えら

れた意志、永遠に神の側を選ぶ意志、そして、罪を

犯して神を辱める位なら死んだ方がましだという意

志を与えてくださるのです。神様は何と偉大なこと

を成し遂げてくださったのでしょうか！ただその神

にのみ栄光がありますように！

意志—我々の選択、神の力　　　
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東日本の石が叫ぶ！

大震災から学ぶ

人類の歴史にかつてなく、今後

もないような大洪水があった！そ

れは全人類に警告として全世界に

その証拠が残っている。世界最古

の「古事記」である聖書にそれが

記されている。世界のあちらこち

らにノアの洪水の証拠がたくさん

残されているのは、神が聖書に言

われていることは必ず起こるとい

うことの証明である。イエス ･キリストは「人の子

の現れるのも、ちょうどノアの時のようであろう」

（マタイ 24：37）と言われた。今後、スマトラや東

日本の地震、津波をうわまわる「大地震」が起こ

るとルカによる福音書 21 章、黙示録には書いてあ

る。「人々は世界に起ろうとする事を思い、恐怖と

不安で気絶するであろう。もろもろの天体が揺り

動かされるからである」ルカによる福音書 21:26。

しかし、今度は水では滅ぼさないと契約の虹が出

た。神が与えられた約束の虹だ。しかし、今度は

火で地球は滅ぼされるという。

2ペテロ 3:9-14 にこう書いてある。 

｢ある人々がおそいと思っているように、主は約束

の実行をおそくしておられるのではない。ただ、

ひとりも滅びることがなく、すべての者が悔改め

に至ることを望み、あなたがたに対してながく忍

耐しておられるのである。しかし、主の日は盗人

のように襲って来る。その日には、天は大音響を

たてて消え去り、天体は焼けてくずれ、地とその

上に造り出されたものも、みな焼きつくされるで

あろう。このように、これらはみなくずれ落ちてい

くものであるから、神の日の到来を熱心に待ち望

んでいるあなたがたは、極力、きよく信心深い行

いをしていなければならない。その日には、天は

燃えくずれ、天体は焼けうせてしまう。しかし、わ

たしたちは、神の約束に従って、義の住む新しい

天と新しい地とを待ち望んでいる。愛する者たち

よ。それだから、この日を待っているあなたがた

は、しみもなくきずもなく、安らか

な心で、神のみまえに出られるよう

に励みなさい。」

過去からの警告を守った姉吉地区

は、家屋損壊を免れていたり、損害

が少なかったという。

岩手県在住の友人から、ＤＶＤが送られてきた。

今まではテレビや YouTube で見ていたが、これは

実に衝撃的であった。すべての人に見ていただき

たいビデオである。

津波警報がだんだん強い警報に変わっていく。

「波が引いています。津波に注意してください」。「高

台に避難してください」。３分後に波が入り始め

てきた。サイレンの音がだんだん大きくなる。ビ

デオを取っている人の声がだんだん悲痛な声に変

わっていく。「大津波が来ました、注意してくださ

い。すごいすごい。うわー。地獄だ。防波堤を超える。

明治津波以上だ！防波堤もなにもない。神も仏も

ないということはこのことだ。ナイアガラ、まる

でナイアガラの滝のようだ。地獄だ、もう終わりだ。

また悪魔の津波が来た。また来たぞ、悪魔だ。参っ

た、参った。地獄だ、地獄だ。水が引く、全部や

られた。財産全部やられた。畜生、川じゃありま

せん。これ海です。津波です。明治の津波は一番

大きいと聞いたが、…」

此処より下に家建てるな…　　　
先人の石碑、集落救う
東日本巨大地震で沿岸部が津波にのみこまれた

岩手県宮古市にあって、重茂半島東端の姉吉地区

（１２世帯約４０人）では全ての家屋が被害を免

　　　東日本の石が叫ぶ　大震災から学ぶ　　　
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れた。１９３３年の昭和三陸大津波の後、海抜約

６０メートルの場所に建てられた石碑の警告を守

り、坂の上で暮らしてきた住民たちは、改めて先

人の教えに感謝していた。

宮古市の姉吉地区に建てられた大津波災害記念

碑には「高き住居は児孫の和楽、想へ惨禍の大津波、

此処より下に家を建てるな」と書かれている（写

真１）。東京海洋大の調査によると、この地区では

今回の大津波の最大遡上高は海抜約３８. ９ｍを記

録し、明治三陸地震における国内の記録を塗り替

えた。岩手県立博物館学芸員の大石雅之氏の報告

によると、この石碑は海抜約６０ｍの場所に建て

られており、津波は石碑の手前約９０ｍほどの地

点まで達したとのことである。この石碑の下には

家は建てられておらず、姉吉地区は今回の津波被

災を免れた。

警告を無視して無事ではありえな
い！

黙示録 14:6-12 に、地上最後の三天使の使命が

記されている。ノアの警告の使命のように、人類

に臨もうとする恐るべき災害から逃れるための神

の愛の警告である。神とその律法を無視する人類

に対する憐みの警告の使命だ！しかもそれは、永

遠の福音と黙示録 14:6 には紹介されている。

人間は、神があわれみのうちにお与えになった

警告を拒否して無事ではあり得ない。ノアの時代

に天からの使命が世に送られた。そして、彼らの

救いは、彼らがその使命をどう受けるかにかかっ

ていた。彼らが警告を拒否したために、神の霊は

罪深い人類から退き、彼らは洪水によって滅びた。

アブラハムの時代に、恵みは、ソドムの邪悪な住

民に訴えることをやめた。そして、ロトと彼の妻

と二人の娘のほかは、みな、天から降った火で焼

き尽くされた。キリストの時代でもそうであった。

神のみ子は、その時代の不信なユダヤ人に、「おま

えたちの家は見捨てられてしまう」と言われた（マ

タイ 23:38）。同じ無限の力のおかたは、最後の時

代をながめて、「自分らの救となるべき真理に対す

る愛を受けいれなかった」者について、「そこで神

は、彼らが偽りを信じるように、迷わす力を送り、

こうして、真理を信じないで不義を喜んでいたす

べての人を、さばくのである」と宣言しておられ

る（テサロニケ第二・2:10-12）。彼らが神の言葉

の教えを拒否するときに、神はみ霊を取り去って、

彼らを彼らが好む惑わしのなかに捨てておかれる

であろう。 
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編集後記 サンライズ・ミニストリーがここまで

支えられたことをまずは神様に感謝すると

同時に、皆様 1 人 1 人の祈りと支えに対して心から感謝

するものです。「称えても、称えても、称え尽くせない」

と水野源三と共に賛美したくなります。

｢ 光陰矢の如し」と毎年、年末になると溜息をつきな

がら口に出す言葉です。特に聖書の預言を学んでいると、

時の切迫をひしひしと感じると同時に、十分に効率を上

げて出来なかった自分に対する失望感に襲われることが

ありますが、神の憐みに逃れ場を見つけることができる

ことは、誠に感謝です。

今年、日本人は、3.11. という大惨事を経験させられ、

世の人々の注目を浴びました。アメリカは、2001 年、9.11

という惨事を経験し、世界は新しい方向へ転換したと言

われています。自然災害の続発、格差暴動運動—労働

組合、イスラム教の急激な台頭、欧米の経済危機は、い

よいよ新世界秩序構築の必要を大きくさせるでしょう。

我々は新世界秩序—政治的、経済的、宗教的統一政府が

平和と一致をもたらすものではないことを聖書の預言か

ら知っているゆえに、決して喜ぶべき構想ではありませ

ん。それは「荒らす憎むべきもの」と聖書で言われてい

ます。すなわち、荒廃をもたらす神の憎むべきもの」です。

反キリストの出現は、キリストの再臨が非常に近いこと

の明白なしるしです。

今年は「想定外」という言葉がよくつかわれました。

めまぐるしく変わる世界情勢は、混迷のように見えま

すが、次の約束があることを感謝します。「神は騒々し

いこの世界の上に、王として君臨なさっている。神の目

には万事が一目瞭然としており、偉大なる、静寂な永遠

のかなたから、最善とみられるところを命令されるので

ある」ミニストリー・オブ・ヒーリング 303。

信仰と勇気が与えられますように！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　金城重博
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